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「
大
人

の
遊
び
、

３
３

の
富
山
旅
。」
は
、

富
山
ぞ

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を

休
め
る
薇

の
、

あ
た
ら
し
い
ち

も

て

な

し

。

そ
れ
は
土
地
に
息
づ
く

ス
ト
ー

リ
ー

に
身
を
委

ね
、

大
人
の
知
的
好
奇
心
を

満
た
す
旅
。
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高志の国文学館 (富 山市 )
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特
別
仕
立
て
が

盛
う
込
ま
れ
た
、

そ
の
場
所
だ
か
ら

心
の
底
か
ら
愉

じ

め

る

そ

れ
ぞ

れ

の

大
人
の
遊
び
。

枠
留
勲

・ヽ ギ
‐・

藤
A,

と   ,



Ｔ

ｏ

ｍ

ｏ

ｒ

ｒ

ｏ

ｗ

・ｌ

ｓ

Ａ

ｎ

ｏ

ｔ

ｈ

ｅ

ｒ

Ｄ

ａ

ｙ

さ

あ

、
あ

か

る

い

ま
７

し

た

飛

び

出

そ

う

。

３
３
の
菅
甲
Ш
権
小
が
ヽ

待

っ
て
い
る
。

Ｒ̈

|

~   t,‐ヽど

蜃 庁々(氷見市)



P07-08

P09-10

P11-12

P13‐ 14

P15‐ i6

P17-18

P19‐ 20

P21-22

P23‐ 24

P25‐ 26

P27-28

P29‐ 30

P3:‐ 32

P33‐ 34

P35‐ 36

P37‐ 38

P39-40

‘
　

‘
　

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

Ｄ

　

Ｄ

響
　

　

　

　

　

一ヽ

Ｆ

P41‐ 42

P43-44

P45‐ 46

P47-48

P49‐ 50

P51‐ 52

@ nt.rru ll! rurot

$lex.*r @ rrrrm*

[! r*.2-i tglrrTtr.titr

Contents

0■ 富山市
和 琴 軍 貰 γξざ

し

  踵

眩̈ 蹴 題掘[≧讐措躍雉雪●
03.富姉警
lfF3ぢ
ぎウ
=キ

鶴T喫 題田ロ
04.高岡市昔果薔多∬器葛紺難鳥跡しァ_回ロ
0■高岡市:みずl馘轟liカア;振

オ~程
1

06高肺伏木ヒストリカ帯網げ
る 回ロ

0■鵬市軍繁宵「総[〕ra野:川ま回ロ
富山旅の景色を変える

立 山 黒 部 を遊 ぶ 、地 域 観 光 ギ ャラリー 題

小川温泉から癒やしの風景をめくり歩く

名湯×恋するカメラ旅   麿ロ

朝日町名物「たら汁」を堪能する旅ロロ

格別なるランチ&カフェ    田

にゅうぜん街中オイスターロード田ロ

魚津港で蜃気楼ウォッチング  題

「滑川蒲鉾」で手づくり体験  口四
五感で楽しむ山里の春
大岩colorier&ラ ンチ

眺めて楽しむ剣岳ピクニック

立山駅周辺の小さな寄り道

小杉駅周辺、小さなクラフトの旅

春を告げる海の 十

□四

鵬田

ロロ

ロ四

氷見のイワシが主役食べあるきの旅田ロ

心高ぶる倶利伽羅峠歴史散策回ロ

散居村をめぐる癒しの旅  目田

棟方志功に浸り尽くす幸せ時間 題

世界遺産の小さな山里を訪ねて超ロ

08. xst

09. *eEr

10. *aq

1 l. ,r*ri

12. r*rl

13. a;*t

14. ;rttta

15. ttrt

16. trur

17. turr

18 射水市

19 氷見市

20 小矢都市

21 . n'aa

22. ar,a

23. ama



●本誌について

33のSTORヽ
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× 大人の知 的好 奇 心 × CAMPAIGN

土地には固有の風土、歴史、文化、人があるから旅は面白い。だから点ではなく、その土地の

ストーリーを感じられる歩き方をして欲しい。そんなコンセプトから、富山らしい33の物語をプロ

グラムにしました。これは着地型観光商品とも違います。富山県と14の市町が富山を旅する人

にお伝えする、富山旅の愉しみ方。ハンドブックを片手に持てば、その土地に潜む物語を存分

に体感できる、それが「大人の遊び、33の富山旅。」です。
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徳川家の |キ提寺に秘められた魅惑の幅史物 :1:

寛永寺を巡る上野公園散歩

33 池波 :ノ (郎ファンに捧ぐ、た人の11ひ
鬼平犯科帳ゆかりの

スポット読み歩き

富山のイイモノ、プレゼント

世界遺産
菅沼合摯造り集落

表紙 /大境海岸 (氷見市 )
世界で最も美しい湾クラブに加盟する富山湾、その先に3.000m級
の立山連峰が浮かぶ風景は富山ならでは。目指定史跡「大境渭菫
住居跡J日前の情結ある海岸で撮影。

く本誌のご利用にあたって>
本誌掲載の料金は、(税別)と表記がない瞑り、全て消費税込みの料
金とな。,ます。アクセスは、2016年 2月 1日確認情報です。路●や所
要時間は新設や変更がある場合があります。
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榮翠亭美術館 (富山市 )



槃
翠
亭
美
術
館
の
格
別
な
る
お
も
て
な
し

和
×
ア
ー
ト
に
浸
り
尽
く
す

ポ輔

`[Ilが

ィド

?]葛留論 優待

Э編濡
ス

アクセス

富山駅(北口)→ (^8分/700m)→
築翠亭美術館

浜時間と距薔は目安です。

緑
を
愉
じ
む
と
い
つ
意
味
を

持
つ
コ
ト
バ
「
槃
翠
」
。
以
前
、

西
本
願
―
の
光
照
門
主
が
こ

こ
を
訪

れ
た
際
、
庭
国
の
束

屋
を
栞

翠
亭
と
名
付
け
た

こ
と
を

今
に
受
け
継
ぐ
美

術
館
で
あ
る
の
槃
翠
亭
美
術

館
は
庭

国
の
美
と
共
に
、
見

事
な
数
寄
摩
建
築
の
件
ま
い

に
現
代
ア
ー
ト
が
色
を
添
え

る
、
ま
さ
に
「
伝
統
と
■
新
」

を
存
分

に
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
場
所

そ
の
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
美

意
識
の
中
で
、
和

と
現
代
ア
ー
ト
が
見
■
に
融

合
し
な
が
ら
、
心
地
良
い
空

間
を
提

供
し
て
く
れ
る
と
っ

て
お
き
の
隠
れ
家
だ

人
気

作
家
の
ア
ー
ト
作
品
と
と
も

に
、
‐―リー
新
な
朱
色

の
け

が
魅

ｒ
す

る
座
敷
、
片
波
彫
刻

の

名

――

が
手

が
け

た

ス
ト

ー

一―

・
・
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重

儘

曇

選

漱
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祗

屁

鶴

の
特
別
な
お
も
て
な
し
を
ご

用
意
。
ス
タ
ッ
フ
の

ガ
ィ
ド
、
２
Ｆ
特
拠
園

の
特
別
優
待
、
力
酪
覇

ラ

の
特

別
開
放
（‘

す
れ
も

翠
亭

美

術

館

の
魅

力

を

ら
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ

さ
れ
て
い
る

L



ス
タ
ッ
フ
の
特
別
館
内
ガ
イ
ド

希
望
者
は
事
前
に

ス
タ
ッ
フ
案
内
希
望
の
こ
予
約
を

贅
を
尽
く
し
た
数
寄
屋
建
築
の
邸
宅
が
現

代
ア
ー
ト
空
間
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
柴
軍

亭
美
術
館
。
作
品
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

空
間
が
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（空
間
展
示
）

と
し
て
の
面
白
み
を
備
え
、
見
応
え
充
分
。

所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

企
画
展
の
作
品
解
説
を
は
じ
め
、
業
翠
亭
美

術
館
の
建
築
や
庭
国
の
見
所
を
ガ
イ
ド
し
て

く
れ
る
。

ま
さ
に
緑
と
風
呂
場
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

屋
久
杉
の
一枚
板
が
見
事
に
並
ぶ
天
丼

日
本
建
築
の
匠
の
技
が
目
を
引
く
東
屋

２
Ｆ
特
別
展
示
室

本
誌
提
示
で
特
別
優
待

Ｃ
入
館
料
５
０
０
円
↓
４
０
０
円

②
共
通
券
（本
館
＋
２
Ｆ
特
別
昼
不
室
）

ご
購
入
の
方
は
、

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト

昨
年
１２
月
、
新
た
な
展
示
室
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

２
Ｆ
特
別
展

示
室
。
本
館

で
開
催
さ
れ

る
各
企
画
展

に
関
連
す
る

作
品
の
ご
紹

介
、
ま
た
は

企
画
展
と
は

異
な
る
テ
ー

マ
・作
品
に
よ

る
展
覧
会
を

行
っ
て
い
る
。

カ

フ
ェ

ア
ラ

ス

特
別
開
放

天
気
の
良
い
日
に
は
、
カ
フ
ー
τ
フ
ス
を

特
別
開
放
。

ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と

が
で
き

る
。

展
覧
会
鑑
賞

後

は
、
τ̈
フ

ス
に
て
芸
術

に
想
い
を
馳

せ
て
み
て
は

い
か
が
。

前衛陶芸の先駆者たち

―走泥社の挑戦―

本展では、既成概念にとらわれず土の持つ可能性と独自の表現
を追求し続けた、現代陶芸の先駆者たちによる作品をご紹介。

■3月 25日 (金)～

走泥社 (そうでいしゃ):京都の着手陶芸家5人により結成
され、日本における現代陶芸の出発点ともいえる走泥

社。現代陶芸の象徴ともいえる「オブジェJは、この走泥

社の活動の中から誕生。陶芸にとってあたり前の素材で

ある土がもつ可能性をあらためて間うことによって、陶芸

のあり方を根本から変革した走泥社のメンバーである八

木―夫、鈴木治、山田光らの独自の表現によって生み

出された作品の数々を展示。

TEL 076‐ 439‐2200/富山市奥田新町2‐27/1開 館時間】10:00～ 17:00(美術館、庭
園および蔵の入館は16:30まで)/1休館日1水曜日(祝祭日の場合は翌平日)、年末年始、展
示替え期間、その他準備期間/1鑑賞料l企画展ごとに定める/htp//― rakustttelip

プログラム「01Jの特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

｀

1  ■ 1

1・」
?髪:義髪

豪プl鍾

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

澪 : ｀
占
~彗

| 

“
古」|IEL瞳どヨ|1lL=:

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

門

榮翠亭美術館 らくすいていびいつかん

榮翠亭美術館に入館。
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富
山

ｘ

東
京

コ
ラ
ボ

　
　

下
町
探
検
ク
ル
ー
ス
「が
れ
お
ん
」
は
Ｐ
５９
で
紹
介

ポ
ー
ト
ラ
ム
曾
山
ラ
イ
ト
レ
ー
と
×
富
岩
水
上
ラ
イ
ン
×
廻
船
問
屋
の
街

岩
瀬

廻
船
問
屋
の
街
と
至
極
の
富
山
旅

9曇槻
9貫撃:留:笛陀
():喜奎寺鶴 ヘ
辿り若く

●富山駅北口→(由
`富

山ライトレー
ル)16分 /東岩瀬駅降車)→籐8分
/650m)→北前船廻船間屋森家

江
戸
時
代
に
は
北
前
船
が
寄

港
す
る
交
易
地
と
し
て
繁
栄

し
た
岩
瀬
の
街
。
富
山
の
廻

船
問
屋
は
昆
布
と
漢
方
薬
の

貿
易
で
莫
大
な
利
益
を
上

げ
、
明
治
以
後
も
日
本
経
済

を
動
か
す
ほ
ど
の
勢
力

を
誇
つ
た
。
そ
ん
な
廻

船
問
屋
の
か
つ
て
の
屋

敷
れ
、岩
洩
ｑ
ＴＩ
′い‐

街
に
軒
を
連
ね
、
レ
ト

ロ
な
歴
史

情
緒
漂
う
街

歩
き
を
演
出
す
る
。
岩
瀬
の

街
歩
き
で
ま
ず
は
じ
め
に
訪

れ
た
い
の
が
「
北
前
船
廻
船

問
屋

森

家
」
。
こ
こ
で
岩
瀬

の
歴
史
と
富
を
築
い
た
エ
ピ

ツ
ー
ド
に
触
れ
る
の
が
、
い」
の

街
を
愉
し
む
秘
訣
。
そ
の
後

は
「
酒
商

田
尻
本
店
」
の
セ

ン
ス
溢
れ
る
建
物
に
寛
ぎ
な

が
ら
甘
酒
を
味
わ
い
た
い
。

さ
ら
に
展

望
台
や
絶
景
の

フ
オ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
辿
り
い
岩

ヽ

瀬
カ
ナ
ル
会
館
へ
。
「
観
光
物

ア́

産
館

」
で
岩
瀬
名

物

大

塚
屋

の

三
角
ど
ら
焼

き

を

堪

し

、
富

岩

水

上
ラ
イ
ン
の
待

ち
時
間
を
「
自

恵
美
酒

幸
寿
し
」

の
自
え
び
コ
ロ
ッ
ケ
で
愉
し
み

な
が
ら
過
ご
し
て
。
岩
瀬
の

歴
史
的
背
景
を
森
家
で
学

び
、
先
着

２
０
０
名
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
カ
ー
ド
を
貰
っ
て
、
岩
瀬

の
街
を
散
策
し
よ
う
。

圏
＝
＝
「
「
―
―
―
■

瓢
・癸
隆
辟
祗

※時間と距離は目安です。

日



「①
北
前
船
廻
船
問
屋

森
家
」

「②
酒
商

田
尻
本
店
」

「③
白
恵
美
酒

幸
寿
し
」

「
∪
岩
瀬
カ
ナ
ル
会
館
観
光
物
産
館
」

を
め
ぐ
っ
て
商
品
を
購
入
し
、

ス
タ
ン
プ
を
３
個
集
め
よ
う
。

先
着
２
０
０
名
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
岩
瀬

の
街
歩
き
を
楽
し
も
う
。

●
ス
タ
ー
ト
「北
前
船
廻
船
問
屋
森
家
」

●
ゴ
ー
ル
　
「岩
瀬
カ
ナ
ル
会
館
」

3白恵美酒幸寿しく・・・…………・・・……………・・・…………………………・・②酒商田尻本店

自えび料理が堪能できる

寿司屋。窓際のカウンター

席は停泊する船を眺める

絶好のロケーション。富岩

水上ラインの待ち時間を
過rオのに■摘 ^

【営業時間111:30～ 14:00、 17:00～ 21:∞
:定休日】木曜日     .

サ
④岩瀬カナル会館観光物産館中

石黒種類店の甘酒270円 を嗜ス

満寿泉 (ますt｀すみ)や勝駒 (かちこま)など

清洒蔵元直送銘柄が並ぶ。重厚な

建物に加え、世界のワイン約150∞

本が貯蔵される蔵が印象的。石黒

種麹店の甘酒も評判の逸品で、ぜ

ひ店内で寛ぎながら味わいたい。

TEL 076‐437‐9674/宙山市東岩瀬町102
【営業時間】10:00～ 19:OCl(日 曜日のみ18:00ま で)
【定休日1月曜日(祝日の場合は営業、翌日休み)

小

①北前船廻船問屋森家 (国指定重要文イ麟)

入館 100円 でスタンブ獲 得

岩瀬の大町通 :りにある森家

(国指定重要文化財)は、日

本海で活躍した北前船の

廻船問屋。明治 11年 に建

てられた豪奢な屋敷を、館

長の名調子とともに楽しく

見学することができる。

詳細は下記参照

1 岩瀬名物 大塚屋の三角と

宙山のお土産を取り揃え

る物産館。レンタル自転車

の貸出もしているので、こ

こから自転車で岩瀬の街

をめぐるのも良い。

TEL 076-438‐ 8446
富山市岩瀬天神町48(岩瀬カナル会館lF)

【営業時間1930～ 1700【定休日】期間中無休

″

「

γ
ｌ

ｉｌ
＝
■
日

富岩 水上 ライン

岩瀬と宙岩運河環水公園(富
山駅北より徒歩約13分 )を結
ぶ観光船。バナマ運河方式
の国指定重要文化財「中島
問門にうもん)」などを楽しみなが

ら7吟の船旅が満喫できる。

1運賃l片道1.500円 (ライトレール片道乗車券付)
【運行時間】岩瀬カナル会館発 11:25、 14:35

あいの風とやま鉄道

北陸新幹線 ※ポートラムションプ富山駅北で購入可

宮
岩
水
上
ラ
イ
ン
乗
降
場

ポートラム
(富山ライトレール富山港線 )

宮山駅北口から岩瀬浜を15

分間隔で運航。晴れた日は立

山連峰を窓越しに眺めること

もできる。岩瀬の街歩きは

東岩瀬駅で下車すると便利。

【運行時間】富山駅北発日中15分間隔で運行

TEL 076‐ 437‐8960/富 山市東岩瀬町108/【開館時間19:00～ 17:00(入館
は16:30まで)/1休館日】期間中無休/【入館料】大人100円、小人50円※土・日・

祝は小人無料

プログラム「02」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

ライトレール片道

乗船券付よ、

水上ライン乗船券の

購入がオススメ/

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

行
き
は
ポ
ー
ト
ラ
ム
、

帰
り
は
富
岩
水
上
ラ
イ
ン
が

オ
ス
ス
メ
。

そ
し
て
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
で

岩
瀬
の
街
歩
き
を
愉
じ
む
、

至
極
の
富
山
旅
。

白えびコロッケを味わつてスタンブ獲得

近くで食せる
オススメピックアップ

老舗料亭自慢の

逸品で自エビを

ふんだんに使 つ

た創作料理。コー

ス料理 として味

わえる。

福団子 コース料理6.圃円 (税別)～
[松月]

官山市岩瀬港町116

TEL 076‐43● 1188

北前船廻船問屋 森家 きたまえぶかいせんどんやもりけ



仰
館
か
ら
の
帰
り
道
満
喫

つ
と
ア
ー
ト
散
歩

富山市ガラス美術館から

富山駅まで、

富山おやつとアートを

愉しみながら散策

1山市
ガラス美術館 _

※時同と距離は目安です。

ヽ
轟

昨
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
人
気

を
集
め
て
い
る
宮
山
市
ガ
ラ

ス
美
術
館
。
そ
の
作
品
と
建

築
の
魅
力
は
感
動
モ
ノ
だ
が
、

駅
へ
の
帰
り
道
も
観
光
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
存
分
に

愉
し
め
る
。
テ
ー
マ
は
「
品
山

お
や
つ
と
ア
ー
ト
散
歩
」
。
実

は
富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
の

近
く
に
は
人
気
の
老
舗
お
菓

子
屋
が
集
中
す
る
い
わ
ば
富

山
お
や
つ
の
聖
地
。
羊
羹
、
水

飴
、
川
子
、ま
ん
じ
Ｐ
つ
と
、一
日

か
ら
市
民
に
愛
さ
れ
る
名
店

ま
で
徒
歩
３
分
と
か
か
ら
な

い
。
美
味
し
い
お
や
つ
で
小
腹

を
満
た
し
た
そ
の
後
は
、
駅

宙
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館

一　
　
　
　
　
　
　
　
』

財
に
登
録
さ
れ
た
富
山
県
庁

合
本
館
が
待
つ
て
い
る
。
そ
の

余
韻
に
浸
っ
て
歩
い
て
い
け
ば

も
う
宮
山
駅
に
到
着
だ
。

内
の
茶
室
「助
庵
」
。
和
の
情

締
溢
れ
る
室
■
で
い
た
Ｉ
ぐ

I

―

議



9F中整里奎型錯
実業家で、茶人でもあつた故佐藤助九郎氏が、

1961年に開館。東洋の古英術を中心とした展

Э松川と彫刻アート ⑨富山県庁舎本館

覧会を開催。館内に

は二席の茶室と総檜

つくりの大広間が移

築されている。茶室

「助庵」では塁茶が一

服520円 で味わえる。

●特別館内ガイド

美術館の作品ガイドで特別なおもてなし

●特,」な間で愉しむ呈茶

期間中は特別に茶室「助鷹Jの本席で季

節のお薬子と一服の抹茶がいただける。

※ぜひ事前予約を,予約のない場合は

対応できない場合あり。

TEL 076 432‐ 9031/富山市本丸1‐33

【営業時間19:00～ 17:00(入館は16:30ま で)
【定休日】展示替え及び館内整備日(3″～11、 5/9～ 13)

【料金】210円

0富山城址公園

富山藩前田家の居城・

富山城の城跡にできた

公園。郷土博物館 (天

守目内部 )、 佐藤記念

美術館などがある。

AMAZ!NG TOYAMA
モニュメント  _
シティプロモーション事

業の象徴的モニュメン

ト。フレーム内に富山城

を入れて写真を撮ろう。

※駅前広場にも設置

観光遊覧船が

往来し、桜の時

期には多くの観

光 客で賑 わう

松川。その川べ

りには28体 の

彫刻アートが般

置されている。

昭和 10年に建築さ

れた県庁舎本館は、

堅牢で威厳のある

昭和初期を代表す

る近代建築である。

平成 27年 8月 に国

登録有形文化財に

登録された。

●県庁舎屋上庭国の一般公開

2016年 4月 上旬予定※決定次第、
富山県庁ホームベージで公表

●資料展示室 (プチ・シエル)の入室

土・日・祝祭日を除く開庁日の9:00～

17:00ま で

⑩とやマルシェ

富山駅と同じ建物にあり、富山の名産品・

特産品が勢揃いする新しいお土産処。北

陸新幹線乗換口直通ヴ便利。

|ちょつと寄り道 |

―  __

轟

【営業時間】10:∞～18:00【定休日】水曜日     
・

F
Dストリートミュージアム

富山城址公園

周辺など、まち

なかでもガラス

アートを愉しむこ

とができる。

（３ 総曲輪通り商店街

県内最大の商店街として県民に親しまれている

商店街。宙山城の外堀 (=曲輪)に由来する。

②鈴木亭

立山杉の木目模様
を模した「杢目(もくめ,

羊■」は約150年に

わたり受け継がれて
いる富山の逸品。

TEL 076421‐ 4972/富山市西町6-3
【営業時間18:00～ 18:00【 定休日】なし

◎
◎

◎竹林堂本舗

「酒まんじゅう」で有名な富山市民に長

く愛されている和薬子屋。

1営業時間19:00～ 19:00

1定休日】水曜日(祝日の場合は営業) 火曜日臨時休業の場合あり

DFUMUROYA CAFE TOYAMAキ ラリ店

宙山市ガラス美術館のあるビルの2F。 ガ

ラスエ芸作家のグラスで味わう豆乳麹ド

リンク(アイス)やお魅ランチが提供される。

TEL 076● 61‐3030 富山市西町5‐ 1
【営業時間】月～本・日9130～ 19:00

(金・土は20:00まで)

【定休日1第 1水曜日

TEL 076‐ 432‐9751/富山市明輸町1‐230富山駅構内クラルテ1階/【営業時
間】8:30～20:∞

プログラム「03」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

33富山旅特別プログラム

|  ォ虫:ゝ[号夕,ップ  |

とやま観光案内所 とゃまかんこうあんないしょ
．　

　

　

　

た

■動納
　
０

素敵なプレゼントが当たるキャンヘーン参加資格 (応 募用紙)は これてケット! ■諄しくはP65～ 66を ,熙 ,

参画店舗いずれかのお店でおやつを購入または有料入館。



加
賀
前
田
家
ゆ
か
り
の
町
民
文
化
が
花
咲
く

日
本
遺
産
の
ま
ち
「高
岡
」
エ
ス
コ
ー
ト
・ツ
ア
ー
9「器躍
叡

②舗署』腰
｀

高岡大仏の4箇所を巡る

※時口と距
"は
目安です。

高
岡
の
ま
ち
の
ベ
ー
ス
は
、
江

戸
時
代

の
初
期
に
造
ら
れ

た
。
加
賀
前
田
家
２
代
当
主

の
前
田
利
長
と
３
代
当
主
の

前
田
利
常
が
遺
し
た
遺
産
で

あ
る
と
も
言
え
る
。
ク
ラ
フ

ト
の
ま
ち
と
し
て
モ
ノ
づ
く

り
の
遺

伝
子
を
注
ぎ
こ
み
、

良
質
な
穀
倉
地
帯
を
背
景

と
す
る
海
運
業
を
育
て
、
加

賀
藩
の
物
流
拠
点
と
し
て
隆

盛
を
築

い
た
。
城
下
町
に
相

応
し
い
ま
ち
の
姿
を
描
き
、

そ
の
後

の
一国
一城
令
に
伴
う

廃
城
に
あ
っ
て
も
、
商
都
と

し
て
の
復

興
を
遂
げ
た
高

岡
。
そ

の
富
は
祭
り
や
ア
ー

ト
ヘ
と

還
元
さ
れ
、
町
民
文

化
が
花
咲
く
ま
ち
と
し
て
今

に
繋
が
っ
て
，
■
以
融
Ｐ
・
５
、

年
、
文
化
庁
は
高
岡
の
ま
ち

が
、
そ
の
歴
史
的
魅
力
や
特

色
を
通
じ
て
日
本
の
文
化
・

伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
る
と
し
て
、■
日
本
遺
産

（Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
Ｈ
ｅ
ｒ
・■
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
」

に
認
定
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
周
遊
観
光
バ
ス
ま
わ
る
ん

に
乗
っ
て
日
本
遺
産
の
ま
ち

高
岡
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
の
一端
を
体

感
的
に
紐
解
い
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
じ
っ
く
り
と
し
み

じ
み
と
、
起
承
転
結
で
ま
と

め
ら
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
味

わ
つ
て
欲
し
い
。

‐‐尋

・‐
■
祠



１
日
６
便
乗
り
降
り
自
由
の

周
遊
観
光
バ
ス
ま
わ
る
ん
が
、

バ
ス
ガ
イ
ド
の
エ
ス
コ
ー
ト
付

き
で
、
日
本
遺
産
の
ま
ち
「高

岡
」
を
象
徴
す
る
場
所
へ
と

誘
っ
て
く
れ
る
。
立
ち
寄
リ
ス

ポ
ッ
ト
は
４
箇
所
。
次
の
便
が

や
っ
て
来
る
ま
で
の
６０
分
が
プ

レ
イ
タ
イ
ム
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
を
訪
ね
れ
ば
、
日
本
遺
産
に

選
ば
れ
た
ま
ち
の
歴
史
や
そ

の
魅
力
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。

口
開
因
目
И
■
■

■
１
日
乗
車
券
　
１
０
０
０
円

■
運
行
日
　
２
０
１
６
年
４
月
２
日
～

‐２
月
２５
日
の
間
の
土
・日
・祝
日
の
み

（５
月
１
日
は
運
休
）

■
電
話
　
０
７
６
６
（２
２
）
４
８
５
０

■
時
刻
　
新
高
岡
駅
（南
口
Ｙ
始
発

１０
時
か
ら
１
時
間
ご
と
６
便
運
行

※
金
屋
町
・古
城
公
園
・高
岡
大
仏
の

３
ヶ
所
で
は
ガ
イ
ド
に
よ
る
下
車
案
内
あ
り
。

※
１
日
乗
車
券
提
示
で
各
施
設
の

入
場
券
割
引
あ
り
。

① 金屋 町 (高岡市鋳物資本キ館)

1起の章  商都高岡のはしまりを知る

高岡錆物の発祥の地である金屋町。石畳の通

りと格子戸が美しく軒を連ねるクラフトのまち

香炉や鉄瓶などを専門に商うお店を1軒 1軒訪

ね歩きたい。そして金屋町の400年にわたる歴

史を今に伝え

るのが高岡市

鋳 物 資料 館 。

高岡クラフトは

じまりの物語

がここにある。

TEL 0766-28‐ 6088/高岡市金屋町1‐5
1開館時間19:00～ 16:30

1休館日】火曜日(祝日の場合その翌日)、年末年始

【入館料】大人210円    .

高岡御車山会館

全国で5つしかない国の重要有形・無形民俗

文化財である「御車山」を通年展示する施設。

体感的に愉しめる展示も多数用意されている。

TEL 0766302497 高岡市守山町47‐ 1

:開館時間191111～ 1700(入館は1630まで)

【定休日】火曜日(祝日の場合は翌平日)

:有料ゾーン観覧料】一般(高校生以上)300円

D山 町 筋 (土蔵造りのまち資料館 )・・・

承の■ 1商都高岡、その繁栄の歴史に籠もる

加賀藩の経済施策として高岡は藩内

の流通拠点となり、山町筋はその中核

として経済的な発展を遂げる。土蔵造

りのまち資料館は、昭和20年まで綿糸

や綿布の卸業を手広く営んでいた高

岡屈指の商家 室崎家の旧住宅を利
用した山町筋の資料館。 TEL 0766‐ 25‐5223 高岡市小馬出町26

1開館時間】900～ 1030
1体館日】火曜日(祝日の場合その翌日)
I入館料】大人200円

|:|:

)③高岡古城公園(高岡市立博物館) )④高岡大仏

1転の章 1高岡城と城下町

加賀前田家2代当主前田利長が築
いた高岡城の城跡を、明治以来公

園として開放。美しい水堀や郭は残

され、国史跡となつている。国内の

高岡市立博物館では、希望者に館

内の展示を辿りながら日本遺産「高

岡」を特別にガイドしてくれる。

学芸員による日本遺産「高岡」
特別ガイドあり【要予約】

TEL 0766‐ 20‐ 1572(高岡市立博働館)/高岡市古城1‐5

【開館時間1900～ 1■ 00

1休館日】月曜日(祝日の場合その翌日)
X201648(全 ).9(■ )10(日 )の3日日、公口と城下町を望むE上を特別開放

結の章 |クラフトのまちの現在地と出会う

高岡大仏 は地

元 の銅器製造

技術の粋を集め、

1907年 (明 治
40年 )に造営事

業が着 手 され、

26年の歳月をか

けて完成。総高

15m85cm、 重
■65ト ンの大き

なスケール で、

銅器製造国内シェアの約90%を誇る高岡
の象徴的存在。さらに歩を進めた御旅屋 (お

たや)通り商店街にある芸文ギャラリーでは、

最先端の高岡アーツ&クラフツに出会える。

TEL 0766‐ 23‐9156 高岡市大手町11‐ 29

TEL 0766‐ 22‐ 4886 高岡市江尻字村中12431
http://― kaetsunou co ip/

プログラム「04Jの特別体験期間 レ2016年 4月 2日 (土 )～ 5月 31日 (火 )まで

近くで買える
オススメピックアップ

の作品。手作りなので、ひとつひとつ

形

‖ :ミ
J15,1〔

)

ビンパッジ/3,6∞円～

[芸文ギャラリー〕
高岡市御旅屋町90・ lKMビルlF
TEL 0766‐ 256078

高岡周遊観光バスまわるんに乗車。

高岡古城公園

加越能バス株式会社 かぇっの引」すかしきがいしゃ



高
岡
市

藤
子
・Ｆ
・不
二
雄
ふ
る
さ
と
ギ
Ｆ
フ
リ
ー
オ
ー
プ
ン
記
念

銅
像
ア
ー
ト
×
夢
見
る
力
だ
フ
旅

■

ノレ

高岡市藤子・F・不二雄

ふるさとギャラリーで

フォトブックを入手

フォトブックで高岡の

まちなかアートをカメラ旅

楽時間と距

「

は目安です。

①
ｌ
マ
②

〆
′
　
“

|  ‐      2

Lニ ー
~ _」

回

５
年

１２
月

１
日

、

田田
「

Ｆ
・不
三
雄
先
生
が
生

た
高
岡
の
街
に
「
高

―ｌｉ

藤
子
・Ｆ
・不
二
雄
ふ
る

さ
と
ギ
Ｆ
フ
リ
ー
」
が
誕
生
し

た
。
一尚
岡
市
美
術
館
の
２
階

と
で
，
品
岡
の
ア
ー
ト
発
信

拠
点
に
、
極
め
て
魅
力
的
な

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
が
加
わ
っ
た
。

「
高
岡
市

藤
子
・Ｆ
・不
三
雄

郎

世
ば
」
〕
組

詳

あ
る
の
だ
が
、
ギ
ぎ
フ
リ
ー
を

鑑
賞
し
た
後
も
、
高
岡
の
街

の
中
は
藤
子
・
Ｆ
・不
二
雄
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ー
ト

作
品
が
溢
れ
、
ア
ー
ト
体
験

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば

ド
ラ
え

も

ん
が
描

か
れ
た

路
面
電
車
に
乗

る
、
あ
る
い

は
新
幹
線

の
待

ち
時
間
に

ド
ラ
え
も
ん
の
空
き
地
で
遊

ぶ
、
そ
ん
な
楽
し
い
時
間
が

い
つ
ま
で
も
続
く
。
伝
え
の

一扉
や
鎮
守
の
社
の
ア
ル
チ
ザ

ン
な

ど

の
鋼

像

ア
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
は
、
藤
子
・Ｆ
・不
二
雄

先
生

の
作
品
と
は
違
う
け

れ
ど
、
そ
の
魅
力
は
ひ
け
を

と
ら
な
い
。
ま
ず
最
初
は
、

「
高
岡
市

藤
子
・Ｆ
・不
二
雄

ふ
る
さ
と
ギ
ぎ
フ
リ
ー
」
で

編
集
部
イ
チ
オ
シ
の
ア
ー
ト

ス
ポ
ッ
ト
が
わ
か
る
フ
ォ
ト

ブ
ッ
ク
を
大
手
し
よ
う
。

[



２
０
１
５
年
１２
月
１
日
に
新
し
く
誕
生
し
た
高

岡
の
ア
ー
ト
ギ
Ｆ
フ
リ
ー
。
高
岡
で
生
ま
れ
育
っ

た
藤
子
・Ｆ
・不
二
雄
先
生
の
足
跡
を
た
ど
り
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
原
画
を
通
し
て
作
品
の
楽
し

さ
、
面
白
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３３
富
山
旅
特
別
編
集

フ
ォ
ト

、フ

ッ
ク

期
間
中
に
入
館
を
す
る
と
、

「
大
人
の
遊
び
、
３３
の
富
山

旅
。
」
特
別
編
集
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ

ク
が
も
ら
え
る
特
典
付
き
。
新

高
岡
駅
周
辺
お
よ
び
高
岡
駅

～
高
岡
市
美
術
館
に
あ
る
１４

の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
藤
子
・Ｆ
・不
二
雄

先
生
の
世
界
観
に
浸
り
な
が

ら
、
高
岡
の
街
歩
き
を
愉
し
む

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
。

×

フ
ォ
ト
フ̈
ッ
ク
は
８
６

サ
イ
ズ
‐６
頁
で
、
下
記

の
１４
箇
所
の
写
真
を

収
録
。
高
岡
市
美
術

館
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と

そ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
の
〈美

的
な
撮
り
方
の
ヒ
ン

ト
〉
が
記
載
。
満
足
度

が
ア
ッ
プ
す
る
ツ
ウ
な

愉
し
み
方
も
わ
か
る
。

(掲載スボット〉

●
高
岡
市

藤
子
・Ｆ
・不
二
雄

ふ
る
さ
と
ギ
Ｆ
フ
リ
ー

●
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム

●
ド
ラ
え
も
ん
の
散
歩
道

●
ド
ラ
え
も
ん
ポ
ス
ト

●
ド
ラ
え
も
ん
文
庫

●
ド
ラ
え
も
ん
の
空
き
地

●
ド
ラ
え
も
ん
の
日
時
計

●

光

と

水

の
塔

８

岡
市
美
術
聾

●

絵

筆

塔

８

岡
古
城
公
園

動
物
園
●

●

ぎ

ん

ぎ

ん

ぎ

ら

ぎ

ら

（北
陸
銀
行
高
岡
支
店
前
庭
）

●
伝
え
の
扉
衝
旅
屋
ポ
ケ
ッ
ト
パ
Ｉ
Ｚ

●
モ
ー
メ
ン
ト
（高
岡
古
城
公
園
北
３

●
水
の
み
獅
子
像
Ｔ
え
ひ
ろ
ｌ
ι

●
鎮
守
の
社
の
ア
ル
チ
ザ
ン

（パ
セ
オ
ガ
ー
デ
ン
）

TEL 0766‐ 20‐ 1170/高 岡市中川1‐ 130 高岡市美術館2F【開館時間】9130
～17:00(入館は16:30まで)/【休館日1月曜日(祝日の場合はその翌日)、年末年始
(12月 29日～1月 3日 )/【観覧料】一般・大学生:500円 /htpノ/fuJk。‐angallery,p/

プログラ耳 同 帖 別体験期間 >"“ 年鋼 日∪い -5H釧 ヨ∪0まで

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

■■1 日■ロ
多  キ

高
岡
市

藤
子
・
Ｆ
・不
二
雄
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
フ
オ
ト
ブ
ツ
ク
を
入
手

高岡市藤子・F・不二雄ふるさとギャラリーたがぉかしヽしこえふふじおふるさとざゃらリー

フ
ォ
ト
“フ
ッ
ク
で
高
岡
の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
カ
メ
ラ
旅

アンキバンラスク′′880円
[■月市薔子・F・不二雄ふるさとギャラリー]

辞綱は右配参照

近くで買える
オススメピッタアップ



豊
穣
な
廻
船
間
屋
の
歴
史
物
語
に
心
躍
る

伏
木
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
・ト
リ
ツ
プ

か
つ
て
一航
海
で
千
両
も
の
大

金
を
稼
ぐ

「
北
前
船
」
と
呼

ば
れ
た
廻
船
問
屋
の
船
が

あ
っ
た
。
富
山
湾
を
拠
点
に

し
て
、
北
海
道
と
大
阪
を
往

来
し
、
約
２
１
０
日
の
航
海

で
現
代
の
貨
幣
価
値
に
換
算

す
る
と
１
億
円
も
の
大
金
を

稼
い
だ
と
さ
れ
る
。
伏
木
は

そ
ん
な
北
前
船
の
船
主
た
ち

が
屋
敷
を
構
え
、
繁
栄
の
歴

史
を
極
め
た
町
。
しヽ
」
で
訪

れ
た
い
の
が
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
併
せ
て
共
通
チ
ケ
ッ
ト
が

用
意
さ
れ
た
伏
木
北
前
船

資
料
館
と
雲
龍
山
勝
興
寺
。

船
頭
や
水
主
た
ち
の
宿
屋
と

し
て
建
て
ら
れ
た
現
在
の
伏

木
北
前
船
資
料
館
に
は
望

楼
が
建
ち
、
レ
ト
ロ
な
町
並

み
と
富
山
湾
を
望
む
。
一方
、

勇
壮
な
件
ま
い
を
魅
せ
る
雲

龍
山
勝
興
寺
で
は
、
京
都
か

ら
北
前
船
で
運
ば
れ
た
由
緒

あ
る
唐
間
が
出
迎
え
る
。
一

向
一揆
の
拠
点
の
ら
と
し
て
、

あ
る
い
は
近
世
以
降
、
加
賀

前
田
家
。本
願
寺
・公
家
と
も

密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て

不
動
の
地
位
を
築
い
た
歴
史

を
紐
解
き
な
が
ら
見
学
し
た

い
。
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
平

成
の
大
修
理
を
公
開
。
」ヽ
ち

ら
も
見
逃
せ
な
い
。

富
山

ｘ
東
京

コ
ラ
ボ
　
　
　
「寛
永
寺
を
巡
る
上
野
公
園
散
歩
」
ヨ
フ
ボ
・プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｐ
６‐
で
紹
介

①
ｌ

②

伏木観光推進センターで

2館共通入場券を購入し、

まち巡り指南を受ける

雲龍山勝興寺、

高岡市伏木北前船資料館を

巡る(所要時間60～ 120分 )

●新高岡駅→(口 (シ ャトル6)8分 )
→高岡駅→(自」R氷 見線)12分 )
→」R伏木駅→ (ヽ 駅構内)→伏木
観光推進センター

※シャト′いは,0分間隔で,時間に0本運行す
る力,越能路線バス。

※時間と距離は目安です。

―
Hd

一

ォ
一
，
一



伏木観光推進センター

モカ洋栗子店
、

C
伏木駅前

ている。

TEL 0766 44‐ 3999′ 高岡市伏木古国府 7‐49

1営業時間19:00～ 16:30

【休館日】火曜日(祝日の場合その翌日)
【入館料】大人210円

D唐門

寛政7(1795)年 に西本願

寺本堂を模して建設された。

面積は全国の重要文化財

建造物で8番目の規模。

一

 

‐

京都の興正寺で建造され、その

後、勝興寺に移築された。建築

当初の檜皮葺きの姿となつて、
一昨年に修理が完了したばかり。

中 些 彎 讐
セ
ヒ7二 _

「大人の遊び、北前船のまち巡り」はここからスター
ト。伏木の町や北前船の歴史を簡単に学んで行こ
う。町並みの歩き方、見方が変わつて面白さがさら
にアップ。※さらにディープな伏木の街歩きをしたい
方には、観光ボランティア「比奈の会」がご案内。
ガイド1名 につ き
1,000円 で伏木の街

歩きをエスコートして

くれる。予約は伏木観
光推進センターまで。

詳細は下記参照

２
館
共
通
入
場
券
の
販
売

４
０
０
円

「大
人
の
遊
び
、
北
前
船
の
ま
ち
巡
り
」
指
南

※
勝
興
寺
工
事
協
力
金
（本
堂
の
み
）お
よ
び

伏
本
北
前
船
資
料
館
観
覧
料
を
含
み
ま
す
。

※
本
券
で
修
理
現
場
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

●12棟の重要文化財建築を堪能

●真宗文化とその歴史の凄みに触れる

戦国時代には、越中―向―揆の旗頭として活躍、

藩政時代には前田家と関係を深め越中における

浄土真宗の触頭 (ふれがしら)と して繁栄。本堂をは

じめとする12様の建造物が重要文化財に指定さ

れ、見応え十分。※平成10年度から約23カ年計

画で保存修理事業にとりかかっており、そのエ

事の様子を公開している。

大人の遊び、特別拝観プログラム
ボランティアガイドさんの案内で、本坊を覆う鉄骨造

りの巨大な素屋根の内部へ。1名 から受付け可能。

1週間前までの予約が必要。

【所要時間】30～ 40分 ※日曜日は工事見学は実施し
ません。安全のため、ヘルメントを装着していただきま
す。歩きにくいヒール靴なとはご遠慮ください。

2

図や引札、船主の生活用具や航海の道具など、近

奈良時代の越中国守館址

四 ―
伏木曳山祭

別名「ιナんか山」と呼ばれる伏木曳山祭(高岡
市指定無形民俗文化財)は、毎年5月 15日に

高岡市伏木地区で行われる伏木神社の春季
例祭。6基の曳山が、昼間は花山車、夜は提
灯山車となり伏木の街で曳き回される。

【問い合せlTEL 0766‐ 20‐ 1301(高岡市観光交流課)

【会場】高岡市伏木地区

世から近代にか

けての歴史資

料を展示し

チケットを持つて
2館を巡ろう

TEL 076044 0037/高 岡市伏木古国府17‐ 1

【参拝時間19:00～ 16:00【 体館日】無休
:工事協力金】(本堂のみ)大人300円、(俸理現場本堂)500円

プログラム「06」 の特別体験期間 レ2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

国

伏木観光推進センター ふしゎたぅすぃしんじた一

TEL 0766‐ 44‐1199/高岡市伏木古国府1‐20/【営業時間】9:00～ 16:00/
1定休日】年末年始

|



温
泉
グ
ル
メ
を
食
べ
歩
き
し
て
運
気
Ｕ
Ｐ
Ｆ

宇
奈
月
「
温
泉
↓
み
く
じ
」
さ
ん
ぽ

?i[ililli]ilで

○言艦
筋で

黒部宇奈月温泉駅→(ヽ 1分 )→
新黒部駅→(由 〈富山地方鉄道〉
25分 )→宇奈月温泉駅→宇奈月
温泉街

※時間と距離は目安です。

黒
部
峡
谷
に
寄
り
添
う
宇
奈

月
温
泉
街
に
は
評
判
の
温
泉

グ
ル
メ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
栗

の
ま
る
ご
と
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ま
ん
じ
？
つ
や
女
性
か
ら

人
気
の
見
乳
プ
リ
ン
、
宇
奈
月

命
（箱
に
ち
な
ん
だ
銘
菓
…
な

ど
な
ど
。
そ
ん
な
宇
奈
月
な

ら
で
は
の
温
泉
グ
ル
メ
を
片

手
に
湯
町
を
歩
く
の
が
実
に

愉
し
い
。
そ
し
て
今
回
さ
ら
に

そ
の
愉
し
さ
を
付
け
加
え
て

く
れ
る
の
が
「
温
泉
じ
み
く

じ
」
。
も
ち
ろ
ん
宇
奈
月
の
美

肌
の
湯
に
浸
か
れ
ば
そ
れ
だ

け
で
運
気
は
上
が
る
の
だ
ろ

う
が
、
ど
う
せ
な
ら
温
泉
グ
ル

メ
と
一緒
に
運
気
を
占
う
お
み

く
じ
を
授
か
る
の
も
悪
く
な

い

運
勢
を
語

る
コ
ト
バ
も
、

神
社
の
お
み
く
じ
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
と
こ
ろ
が
面
白
い
が
、

そ
れ
は
開
け
て
み
る
ま
で
の

お
楽
し
み
．
そ
の
他
、
運
気
を

さ
ら
に
Ｌ
げ
る
お
風
―′―
の
人

―，
方

と
い
っ
た
温
泉

街

な
ら

で
は
の
内
容
も

）ま
ず

は
左

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
参

画
店

舗
の
一
人
人
の
遊
び
、
オ
ス
ス
メ

グ
ル
メ

一を
購
入
し
て
、
お
ま

限
定

１
０
０
０
枚

′・．出
山
旅

の
良

き
思

い
出

の
ひ
と
品
に

な
る
こ
と
――――
違
い
な
し

静
― 一



宇奈月薬師寺とお湯掛け薬師

足湯「おもかげ」の向かいにあ

る宇奈月薬師寺は、温泉の守リ

本尊として祀られた薬師如来像

も要チェック。像の下から流れ

る濁を体の患つた部分に掛けれ

ば癒えると言い伝えられている。

①福多屋菓子舗

期間中、宇奈月温泉街で下記のおやつを買うと、「温泉↓みくじ」が

付いてくる。この旅の運勢のほか、あなたにオススメの温泉街の歩
き方や運気を上げる入浴法など、愉しさも満載。

やまとや

福多屋の温泉みくじセット 320円

人気の「栗まんじゆう」と内閣総理大臣贅
受贅の「おもかげ」をセットでどうぞ。和に

設えた店内でイートインするのもG000。

*llt)ti,i'/t)> + $)-ff zzom+ tol-eanar

とうふ専門店だからこそ出来 TEL 0765‐621704
る豆乳と牛乳のベストミック 【営業時間110110～ 1300
スを実現したこくのあるプリン。【定休日1火曜日

Dカフェモーツァルト

特製レアチーズケーキ 490円

まろやかでコクのあるチーズと爽

やかなレモンの香りがとても美

味しいモーツァルト名物、特製レ

アチーズケーキ。

TEL 0765‐ 62・ 1255

【営業時間】315～ 1830
1定休日】不定体

⑦カフェセレネ

まんまるお月様ぜんざい 600円

TEL 076562‐ 1144

地元のコシヒカリを使った柔

貨店 Dカフェ

いなきびのつぶつぶのおもちの

触感がG00D。 甘さ控えめのや
さしいぜんざい。(数量限定)

TEL 0765-62‐ 2000

【営業時間19:00～ 17:30

【定休日】11月～3月の火曜日

・ボンフィーノ
入善ジャンポすいかソフトクリーム 350円

入善町特産のジャンボすいかの果汁を

使用した人気のご当地ソフト。日の前の

温泉噴水  TEL 0765-62‐ 1607
を見ながら 【営業時間】900～ 1730
運試し。  1定休日】不定体

宇奈の月2個セット 400円 ブリレーシールアイスクリーム 350円 /ダカレ550円

地元のお薬子がいろいろ並ぶお生産処。
たっぶりのカスタードをふわふわのカステ
ラで包んだ TEL 0765‐ 62‐ 1314
逸品片手 【営業時間19:00～ 18:00
にまち歩き。【定休日】木曜日

“

/5は営業)

足渇で寛ぎながらのアイスは最高。さらにトロッコ電車を
眺めながら、「温泉↓みくじJに心弾ませれば言うことなし。
TEL 0765‐ 62‐9520

【営業時間110:00～ 18:00

【定休日13月の月～金曜日(4月～5月 は無体)

_＼肩X/
十賓
温
泉
め
み
く
じ

宇奈月温泉「百名月物語」同時開催中!
宇奈月温泉百名月物語●

ホテル桃濠

この地「宇奈月」命名には諸説あるが、京都の宇治や奈良に並ぶ名月の地にしたいとの
思いを込めたとされる逸話から、以下MAP掲載の宿泊施設や店鋪で照明や写真、映像な
どを使い、合計1∞の月のしつらえがお出迎え!「温泉じみくじ」さんぼもさらに盛り上がる♪

足湯 おもかけ |

TEL 0765‐ 621515/黒部市宇奈月温泉260(宮 山地方鉄道・宇奈月温泉駅
lF)/【営業期間】9:00～ 17100/【体業日】年末年始

プログラム「07Jの特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

宇奈月温泉ならではの「温泉↓みくじ」が誕生。
美味しい!おまけに運気も占う、大人の遊び。

マ

々
C

亀瑯̈“勁

近くで買える
オススメピックアップ

日本で唯―、

相 田みつを作

品がお土産菓

子になつた.桜
の香りとサクサ

ク感がGOOD。

機のワッフルクッキーおかlftん inЮ円
[相田屋本舗 ]

黒部市宇豪月温泉33041
TEL 0765‐ 65-1231

(―社)黒部・宇奈月温泉観光局 くろべうなづきおんせんかにうきょく



富
山
旅
の
景
色
を
変
え
る

立
山
黒
部
を
遊
ぶ
、地
域
観
光
ギ
ぎ
フ
リ
ー

鰤
④

ｌ

Ｃ

地域観光ギャラリーを

愉じむ

物販コーナー「のわま―と」
でお生産を購入

アクセス       |

1最
需1課堤翡
『
詢→黒

※時間と距離は目安です。

；Ｉ
、
１
部
の
地

を
訪
れ
た
者
が
ま

ず
立
ち
寄

る
新

ス
ボ
ッ
ト
が

地
域
観

光

ギ
ゴ
フ
リ
ー

）^
黒

部
な
ど
‘上．Ｉｌｌ
山
県
東
部
が
地
球

遺
た
と

も

言

え

る
立

山
黒

部
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
な
る
こ

の
施
設
に
は
、
立
山
黒
部
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
と
高
度

な
文
化
が
余
す
こ
と
な
く
表

現
さ
れ

て
い
る
。
天
高
く
降

り
積
も

っ
た
雪
を
抱
く
北
ア

ル
フ
ス
が
そ
び
え
立
ち
、
深
い

谷
に
激

流
の
黒
部
川
が
駆
け

抜

け

る

‥
扇
状

地

を

流

れ

ド
つ
た
先

に
広
が
る
宙

山
湾

は
水
深

１
０
０
０

ｍ
を
越
え

る
深

い
海

の
た
め
、
多

種
多

様
な
魚

が
生

息

し
て
い
る
．

，
，■
”
織
・
　

　̈
・
　

・・

Ｆ
一計
れ
縄
誡
鯉
爾
‐

ｔ

■

・

．

¨



大人の遊び、特別イベント「トコトン黒部ナレッジデー」
立山黒部ジオパークの専門家たちが解説員として地域

観光ギャラリーで徹底ガイド。自然や文化などの様々な

分野から、黒部の魅力について存分に語つてくれる。

■日程 2016年 3月 12日 (土 )13日 (日 )・ 19日 (土 )、
4月 16日 (土 )・ 30日 (土 )、 5月 3日 (火・祝)～ 5日 (木・祝 )

11時～、14時～ (各30分 )
黒都市地域観光ギャラリー 2Fフロア

間

所

時

場

■

■

黒
部
市
地
域
観
光
ギ
Ｆ
フ
リ
ー
は

観
光
的
魅
力
に
溢
れ
た
黒
部
エ
リ

ア
の
大
自
然
を
、
体
感
的
か
つ
知
的

に
学
べ
る
空
間
。
新
幹
線
の
待
ち
時

間
も
愉
し
く
過
ご
せ
る
便
利
な
場

所
。
物
産
コ
ー
ナ
ー
「の
わ
ま
―
と
」

で
３
０
０
円
以
上
の
お
生
産
を
買

え
ば
、プ
レ
ゼ
ン
ト
・キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
ヘ

の
応
募
資
格
も
Ｇ
Ｅ
Ｔ
で
き
る
ゾ
。

のわま―と

黒部とその周辺の美味
しい贈りものを取り揃

えたお店。弁当やコー

ヒー、デザートも買える。

TEL 0765-57-2853

剛Rレンタカー

駅からすぐでとっても便

利。自分のベースで旅

を楽しむにはもつてこしヽ

TEL 0765‐ 52‐5075

①絵画「黒部り||」

2002年 からフランス・パリのユネスコ本部に飾

られ、多くの要人を感動させた長さ9mの絵画
「黒部川」を展示。

5巨大映像「山・サ|卜海シアター」

D絶景を見る「写真の帯」

①巨大ジオラマ「ダイナマップ」

設置された双眼鏡で上空からの壮大な眺めを体感

D立体造形「黒部多様性一家」

現代アートを満喫

清河北斗氏のアート作品。高山帯から平野部

の湧水帯まで多様な動植物環境が広がる黒部

を表現。細かなアクセサリーなども愉しさ満載。

Эぬいぐるみで知る「天然の生け賛」

:

ハ

山岳写真アートを堪能

世界的に有名な山岳写真家である岩橋崇至氏

や、風口耕司氏、高機敬市民の聰景作品が空

間全体に広がる。

ぬいぐるみに触れて本物の重さを体験

天然の生け贅と称される富山湾。代表的な魚介
類をかわいらしいぬいぐるみにして紹介。リアル

な重さに持つてビックリ。

3,000m級 の北アルプ
スと切 り込 む深 い谷 、

下流に広がる扇状地。

そして富山湾に至る大

自然を上空から散歩す

る感覚が味わえる。

ダイナミックなアートに寛く

三面スクリーンの短編映像を愉しむ

四季折々の絶景や地元に伝わる圧巻の祭りな

ど、美しい黒部の姿を幅 10mの三面スクリーン

映像で見ることができる。

黒
部
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
新
し
い
遊
び
場
へ
。
「
ト
コ
ト
ン
黒
部
ナ
レ
ィ
乙
ア
ー
」
も
開
催
。

近くて頂 える
オススメピックアップ

アイスクーヘン 248円

[田舎バウムふくる〕
黒都市若栞2803‐ 1

TEL 0765‐ 323372

黒部市地域観光ギャラリー くろべしちいきかんこア悧―

TEL 0765‐ 57‐2851/黒都市若栗3212‐1/【営業時間】9:00～ 19:oo

↑ 贖 ● 白 引,冒 甲
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Ψ期′:天手
②嘉躍

`認

男繰

楽時同と距離は目安です。

温
泉
か
ら
癒
や
し
の
風
景
を
め
ぐ
り
歩
く

併
せ
て
愉
し
ん
で
も
ら
い
た

い
の
が
、
小
川
温
泉
周
辺
の

優
し
い
風
景
。
力
ど
フ
片
手
に

可
一愛
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
シ
ャ
ツ

タ
ー
を
切
り
、
」ヽ
の
町
の
景

色
に
恋
し
て
欲
し
い
。
■
一―

ク
な
美
術
館
や
癒
し
に
満
ち

た
田
園
風
景
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

と
桜
が
ヨ
フ
ボ
す
る
新
た
な

名
所
な
ど
、
撮
り
歩
き
た
い

ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る
。
そ
ん

な
カ
メ
ラ
旅
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト

し
て
く
れ
る
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を

「
大
人
の
遊
び
、
３３
の
富
山

旅
。
」
が
独
自
編
集
。
期
間
中

に
小
川
温
泉
で
入
浴
す
れ
ば

特
典
と
し
て
入
手
可
能
だ
。

名
湯
×
恋
す
る
力
だ
フ
旅

北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
あ
る
極

上
の
温
泉
に
浸
か
り
、
朝
日

岳
を
望
む
癒
し
に
満
ち
た
風

景
の
中
で
力
ど
フ
旅
を
愉
し

も
う
。
小
川
温
泉
元
湯

「
ホ

テ
ル
お
が
わ
」
は
ま
さ
に
山

麓
へ
と
潜
り
込
ん
だ
温
泉
宿

で
、
泉
質
の
良
さ
は
地
元
で

評
判
。
個
性
の
異
な
る
８
つ

の
風
呂
を
備
え
、
中
で
も
日

本
中
の
温
泉
好
き
に
知
ら
れ

た
混
浴
の
天
然
洞
窟
野
天
風

呂
は
ヽ
石
灰
華
の
造
形
が
実

に
見
事
で
、
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
も

の
。
こ
こ
に
し
か
な
い
温
泉
体

験
が
堪
能
で
き
る
。
温
泉
と

■
■

特 二
‐ ●

亀

Ｅ
ヨ
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‐基郡

「
、r.

撃



小川温泉元湯 ホテルおがわ ぉかゎぉんせんもとゆほてるおがわ

黒部峡谷の
写真看板が目印

TEL 0765‐ 84‐8111/下新川郡朝日町湯ノ瀬1/:営 業時間】チェックイン15:
00、 チェックアウト10:00/1定 休日】無休
htpノ/― Ogawaonsen cojp/

4,ll温泉元湯ホテルおがわてフォトプンクを入手。

小
川
温
泉
元
湯

ホ
テ
ル
お
が
わ
で
名
湯
に
浸
か

ろ
う
。
小
川
温
泉
に
は
天
然
洞
窟
野
天
風
呂
を

は
じ
め
と
し
て
、
５
つ
の
露
天
風
呂
と
２
つ
の
内

湯
が
あ
り
、
泉
質
の
良
い
温
泉
を
満
喫
で
き
る
。

小
川
温
泉
元
渇

ホ
テ
ル
お
が
わ
の
立
ち
寄
り
湯
案
内

■
営
業
時
間
　
９
時
～
１５
時

（最
終
受
付
１４
時
）

■
入
浴
料
金
／
〈野
天
風
呂
の
み
〉
５
０
０
円
、

〈館
内
込
み
〉
１
０
０
０
円

■
定
休
日
／
不
定
体
の
清
掃
日
あ
り

※
冬
期
間

（１２
月
か
ら
４
月
初
旬
）
は
野
天
風
呂
閉
鎖

３３
富
山
旅
特
別
編
集

フ

ォ
ト

フ̈

ッ
ク

期
間
中
に
「立
ち
寄
り

湯
ま
た
は
宿
泊
」
を
す

る
と
、
大
人
の
遊
び
、

３３
の
富
山
旅
。
特
別
編

集
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
が

貰
え
る
特
典
付
き
。
小

川
温
泉
周
辺
に
あ
る

‐４
の
美
景
ス
ポ
ッ
ト
が

収
め
ら
れ
て
お
り
、
温

泉
後
の
旅
を
愉
し
む

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で

フ
ォ
ト
ブ
ツ
ク
は
Ｂ
６

サ
イ
ズ
‐６
頁
で
、
下
記

な
ど
１４
箇
所
の
写
真

を
収
録
。
小
川
温
泉
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
と
そ
の

ス
ポ
ッ
ト
で
の
〈
美
的

な
撮
り
方
の
ヒ
ン
ト
〉

が
記
載
。
満
足
度
が

ア
ッ
プ
す
る
ツ
ウ
な
愉

し
み
方
も
わ
か
る
。

百
河
豚
美
術
館

野
々
村
仁
清
の
質
の
高
い
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
を
は
じ
め
、

古
美
術
が
展
示
さ
れ
る
美
術
館
。
建
物
と
庭
も
秀

逸
で
、
カ
メ
ラ
旅
を
満
喫
で
き
る
撮
影
ス
ボ
ッ
ト
も

豊
富
。

不
動
堂
遺
跡

復
元
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
竪
穴
式
住
居
が
３
棟
建

つ
。
録
の
芝
生
と
縄
文
の
建
物
と
が
日
和
し
て
可
愛

ら
し
さ
満
点
。

舟
川
べ
り
の
桜
並
木

残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
の
山
並
を
背
景
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
薬
の
花
、
桜
が
艶
や
か
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

描
く
幻
想
的
な
花
見
ス
ボ
ッ
ト
。
唯

す
）
」
だ
け
の

桜
の
景
色
は
、
情
熱
滋
れ
る
お
じ
さ
ん
が
、
た
っ
た

一人
で
創
り
だ
し
た
も
の
。

さ
ヽ
郷
ほ
た
る
交
流
館

清
流
に
添
っ
て
開
け
た
人
口
３
０
０
人
足
ら
ず
の

集
落

「
笹
川
」
。
美
し
い
田
園
風
景
が
癒
し
て
く
れ

る
長
目
な
場
所
に
建
つ
田
舎
暮
ら
し
の
体
験
施
設
。

〈掲載スボット例 )

プログラム「09」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

申

フ
オ
ト
ブ
ツ
ク
で
朝
日
町
の
美
景
ス
ポ
ッ
ト
を
カ
メ
ラ
旅

近くで買える
オススメピックアップ

キーホルダー 1.900円

讀cng“ ie glassesユ ジマ]
朝日町平柳148 29 TEL0765・ 8m246



朝
日
町
名
物
「た
ら
汁
」
を
堪
能
す
る
旅

lP冒 』「
でたら汁の情報を

達∋ たら汁を堀能

マ
イ
ベ
ス
ト
な
一椀
を
見
つ
け
よ
う

繭

X時同と距離は目安です。

玉
砂
利
の
浜
辺
が
美
し
い
朝

日
町
の
宮
崎
・境
海
岸
は
、
ヒ

ス
イ
の
原
石
が
打
ち
上
げ
ら
．

れ
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら

「
ヒ
ス
イ
海
岸
」
と
呼
ば
れ
て

親
し
ま
れ
て
き
た
。
い」
の
海

辺
の
ま
ち
で
、
ヒ
ス
イ
と
並
ぶ

名
物
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
た

ら
汁
」
だ
。

た
ら
汁
は
新
鮮
な
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
を
ぶ
つ
切
り
に
し
、
キ
モ

や
自
子
ま
で
余
す
こ
と
な
く

鍋
に
入
れ
味
噌
で
煮
込
ん
だ

野
趣
あ
ふ
れ
る
料
理
だ
。
薬

味
と
し
て
ゴ
ボ
ウ
や
ネ
ギ
を

加

え
る
程
度
で
、
味
の
決
め

手
は
タ
ラ
か
ら
し
み
出
す
ダ

シ
と
味
噌
だ
。
漁
に
出
た
夫

を
待
ち
な
が
ら
漁
師
の
女
房

理
と
な
っ
て
い
る
。

基

本

的
に
素

材

も

作

り

方

も
ご
く
シ
ン
プ
ル
な
た
ら
汁

て
た
ら
汁
の
情
報
発
信
を
行

・」

う
の
で
、
自
分
好
み
の
味
に
出

　

・ニ

会

い
た
い
と
い
つ
人

は
ぜ
ひ

事
前

に
立

ち
寄
っ
て
み
て
ほ

　

一一．

し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

一ｍ

■

ヨ
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④ひまつぶし

気さくなお母さんが切り盛りする

小ぢんま:りとした食堂。

下新川郡朝日町境662
TEL 0765‐ 83-1656

【営業時間】1■ 00～21:00

【定休日】無休

⑤漁師料理網もと

昨年10月 リニューアル。女性一人
でも入りやすいモダンな雰囲気。

下新川郡朝日町境7331
TEL 0765‐ 83‐3353

【営業時間11■ 00～21100

【定休日】不定体(月 2回 )

⑥ドライブイン金森

懐かしさ漂うドライブイン。テープ

ル席のほか広い座敷がある。

下新川郡朝日町境74← 1

TEL 0765‐ 83‐ 1525

【営業時間】900～ 2100

【定休日】第1・ 3月 曜日

ヽ

①料理旅館有磯

あいの風とやま鉄道 越中宮崎駅

から徒歩 1分、宮崎海岸に面した

好ロケーション。

下新川郡朝日町宮崎駅前

TEL 0765-82-0768

【営業時間】9:00～ 20:00

:定休日】12/30、 31

②ドライブインきんかい

料理旅館に併設された食堂。「赤

渇」の温泉も楽しめる。

下新川郡朝日町宮崎25‐ 1

TEL 0765‐ 83‐ 1870

【営業時間19:00～ 23:00

1定休日】第2木曜日

0栄食堂
座数とテーブル席があり、漁村の

食堂らしい雰囲気が漂う。

下新川郡朝日町境6471
TEL 0765-83‐ 3355

【営業時間17100～ 21:00

【定休日,第 4月 曜日

(祝日の場合は変動あり)

＼      /

ヒ
ス
イ
海
岸
に
並
行
し
て
走
る
国
道
８
号
線

沿
い
は
、
た
ら
汁
の
看
板
や
の
ぼ
り
が
立
ち

並
ぶ
「た
ら
汁
街
道
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
る
。

マ
イ
ベ
ス
ト
た
ら
汁
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、

事
前
の
情
報
収
集
が
大
切
！

憂

劉 たら汁 を堪 能 したあとは
¨

aヒスイ海岸 ヒスイ探しに挑戦。(オススメビックアップ参照 )
b護国寺  4/20過 ぎからシャクナゲが見頃。
c林酒造場 鑑評会での受賞も多く、お土産にオススメ。

彰

地元名物の販売や伝統芸能の披露など、盛|りだくさ 【開催日15月 1日 (日 )
んの内容で行われる春の恒例イベント。       I場所1関の館

期
間
中
、
各
店
自
慢
の

た
ら
汁
の
特

徴
を
紹

介
す

る
パ
ネ

ル
を

展

示
。
た
ら
汁
や
お
店
選

び
に
関
す
る
質
問
・疑

間
が
あ
れ
ば
、
地
元
通

の
ス
タ
ッ
フ
に
気
軽
に

聞
い
て
み
よ
う
。

TEL 076532 0082

下新川郡朝日町境1561

【開館時間11000～ 16:00

【体館日】土・日・祝日

朝
日
町
境
地
区
の
「
関
の
館
」
が

た
ら
汁
コ
ン
シ
ェ
ル
ン
ュ
に

境 関 所 まつ りの たら汁 が 半 額

5月 1日 (日 )に開催される境関所まつ

りにて、本ガイドブックを持参された

方にたら汁を半額で提供。境関所まつり

TEL 0765-83‐1100/下新り‖郡朝日町道Tl133
http://www town asahitoyamaip/

たら汁のあるお店

LJ

ご曇
睡          

シ

J

近くで楽しむ
オススメビックアップ

●0観籍
わ ‐ [11鰤
ヒスく掟 士のガイド′1,¨円 (1人 )

[ヒスイ海岸のヒスイ]

Xl週間前までこ晏予約
TEL 0765・ 83‐ 2200(朝 日町観光協会 )



と
っ
て
お
き
の
隠
れ
家
「清
八
楼
」
で
富
山
を
味
わ
う

格
別
な
る
ラ
ン
チ
＆
カ
フ
エ

9訟霊l::`:[く
C)蓬全絲を愉じむ

●黒部宇奈月温泉駅→(厠
新幹線ライナー)15分 )→入善駅
→(^1分 )→清八楼
●富山駅→(由 〈あいの風とやま鉄
道〉45分 )→入善駅→(■ 1分 )→
清八楼

豪入書斬幹●ライナーは黒部宇奈月澤泉撃
と入■駅を結ぶアクセスバス。1回 gxl円。13
名まで乗車可。

巌時間と距離は目安です。

料
理
が
い
い
、
建
物
が
い
い
、
人

が
い
い
。
入
善
の
駅
前
に
あ
る

老
舗
料

理
旅
館
は
、
そ
の
全

て
で
客
を
も
て
な
す
。
料
理

を
つ
く
る
の
は
十
代
目
の
ご

主
人
。
地
物
の
山
莱
、
野
菜
、

魚
を
仕
入
れ
、
極
上
の
料
理

に
な
っ
て
供
さ
れ
る
。
そ
の
器

も
味
わ
い
深
く
、
料
理
に
似

合
う
。
視
線
を
上
げ
れ
ば
、兼

六
園
を
手
掛
け
た
庭
師
が
設

計
し
、
手

入
れ
す
る
見
事
な

庭
が
目
を
悦
ば
せ
る
。
建
物

は
大
正
時
代
に
豪
農
の
屋
敷

を
糸
魚

川
か
ら
移
築
。
そ
の

作
ま
い
は
歴
史
建
築
と
レ
ト

口
な
可
愛
ら
し
さ
が
絶
妙
に

調
和
し
て
実
に
味
わ
い
深
い
。

ホ
ン
モ
ノ
の
料
理
と
ホ
ン
モ
ノ

の
建
物
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、

一肩
肘
は
ら
ず
退
ご
せ
る
雰
囲

気
が
ま
た
い
い
。
だ
か
ら
寛
ぐ

に
は
最
高
の
場
所
と
な
る
。

そ
喘
ユ
幣
八
楼
が
、旅
人
の
た

Ｌ
Ｏ
特
別
な
ど
〓
―
「大
人

の
遊
び
、
特
別
ラ
ン
チ
」
を
ご

提
供
。
併
せ
て
、並
曰
段
は
設
け

て
い
な
い
カ
フ
エ
ど

ニ
ー
も
加

わ
っ
て
、
観
光
客
に
は
嬉
し
い

限
り
。
興
味
の
あ
る
方
に
は

建
物
内
の
ガ
イ
ド
も
気
軽
に

対
応
し
て
く
れ
る
。

ヒ
、

ヨ

ニ

Ｅ

Ｉ



大
人
の
遊
び
、
特
別
ラ
ン
チ

老
舗
料

理
旅
館
の
ご
主
人

が
、
旅
の
想
い
出
に
残
る
よ

う
、
旬
の
素
材
と
地
物
に
こ

だ
わ
っ
て
ご
用
意
す
る
特
別

仕
立
て
の
と

互
―
。
素
敵
な

庭
を
眺
め
な
が
ら
、
格
別
な

間
で
い
た
だ
く
ラ
ン
チ
は
贅

沢
そ
の
も
の
。

（突
出
し
２
種
、
炊
合
せ
、
小

さ
し
み
、
焼
物
、
揚
げ
物
、
ご

は
ん
、
お
吸
い
物
、
香
の
物
、

コ
ー
ヒ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
）

■
基
本
料
金
　
３
０
０
０
円

（消
費
税
、席
料
、奉
仕
料
は
別
途
）

※
予
約
限
定
。
当
日
予
約
も
可

せ
ヽ
ヽ
０

■
　
、
“
¨

．
‘
■

大
人
の
遊
び
、
特
別
カ
フ
ェ

（
５
月
１
日
～
５
月
３．
日
ま
で
）

‐４
時
～
１６
時
。
普
段
は
カ
フ
ェ
メ
一五
―

を
設
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
、
期
間

限
定
で
特
別
に
オ
ー
プ
ン
。
美
意

麟婿
翼
彼
鋪
衛
製
撲

顆
攣
Ｉ

※
予
約
限
定
。
当
日
予
約
も
可
。　
　
　
　
メ．

TEL 0765‐ 72‐ 1108//下新川郡入善町入膳6265【 営業時間111:00～ 17:00

【宿泊料】1泊 2食付き15,000円 ～

http:〃
-3 nsknet orip/～

Seihachiro/

プログラム「11」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

ゆ 絆

ヨ

‐

V

シ

‐

11
|||

―

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

清
八
楼
、
と
っ
て
お
き
の
建
築
ガ
イ
ド

ラ
ン
チ
ま
た
は
カ
フ
ェ
の
後
は
、
老
舗
料
理

旅
館
探
訪
を
愉
し
も
う
。
建
物
、
建
具
、
欄

間
な
ど
、
レ
ト
ロ
な
魅
力
に
溢
れ
て
い
る
。

気
の
は
ら
な
い
雰
囲
気
の
中
、
自
由
に
撮
影

会
を
す
る
の
も
ア
リ
。
※
ラ
ン
チ
ま
た
は
カ

フ
ェ
の
途
中
で
、
と苅
軽
に
頼
も
う
。

才

「
清八楼 せぃはちろう

素敵なプレセントが当たるキャンペ,ン 参加資格 (応募用紙)はこれてゲット1 ォ群しくは̈ 5～ 66を参照,

清八楼でランチまたはカフェをされた方。



入
善
深
層
水
仕
込
み
の
牡
蠣
を
味
わ
う

に
ゅ
う
ぜ
ん
街
中
オ
イ
ス
タ
ー
ロ
ー
ド

にゅうぜん街中

オイスターロードで

牡蠣を味わう。

人
善
町
が
い
ま
、と
び
き
り
美

味
し
い
牡
蠣
を
味
わ
え
る
特

別
な
エ
リ
ア
と
し
て
注
目
を

あ
び
て
い
る
。
そ
の
秘
密
は
入

善
沖
３
キ
ロ
、
水
深
３
８
４

メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
取
水

さ
れ
る
海
洋
深
層
水
に
あ

る
。
多
量
の
酸
素
が
溶
け
込

み
、ミ
否
フ
ル
成
分
も
豊
富
な

人
善
の
海
洋
深
層
水
が
牡
蠣

を
浄
化
す
る
た
め
に
と
て
も

贅
沢
に
使
わ
れ
る
。
そ
ん
な

新
鮮
で
美
味
し
い
牡
蠣
は
入

善
の
プ
ラ
ン
ド
牡
蠣
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
、
「
入
善
深

層
水
仕
込
み
牡
蠣
」
と
し
て

「入
善
　
牡
蠣
ノ
星
」
と
特
別

取
扱
店
が
集
う

「
に
Ｐ
つ
ぜ

ん
街
中
オ
イ
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
」

の
各
店
で
提
供
さ
れ
る
。
人

善
駅
前
と
い
う
ア
ク
セ
ス
利

『
副
″
膠
俸
＝
『

・・‐
イ‐‐ぇ」
講
］

ロ
ー
ド
」
の
魅
力
は
フ
レ
ン
チ

や
中
華
と
い
っ
た
様
々
な
料

理
人
が
「
人
善
深
層
水
仕
込

み
牡
蠣
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
個

「
「

′
||

‐‐‐．軍
出
馘
ｍ
　
・

ヽ

‥　　　　　　　　　　　　　ヽ
Ｌ農蒻一イ

※入薔晰幹線ライナーは黒部宇奈月■泉駅
と入善駅を結ぶアクセスバス。1回 OЮ円。13
名まで乗車可。



「に
ゅ
う
ぜ
ん
街
中
オ
イ
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
」
海
洋
深
層
水
仕
込
み
牡
蠣
が
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
お
店
が
入
善
駅
前
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

ご
と
る
く
や

和
食
料
理
人
の
ご
主
人
と
洋
食
を

作
る
奥
さ
ん
。
一
一人
の
料
理
人
が
腕

を
ふ
る
う
質
の
高
い
料
理
は
地
元
で

も
評
判
。
セ
ン
ス
の
良
い
店
内
で
存

分
に
牡
蠣
を
味
わ
い
た
い
。

電
話
／
０
７
６
５
（７
２
）
１
６
０
９

住
所
／
入
謄
３
６
２
２
・１
３

営
業
／
昼
・夜

カ
ジ
ュ
ア
ル
で
シ
ン
プ
ル
モ
ダ
ン
な
店
内
で
提

供
さ
れ
る
本
格
的
な
西
洋
料

理
が
ス
ゴ
イ
＾

生
カ
キ
や
カ
キ
の
ア
ヒ
‥
ジ
ョ
な
ど
、
予
約
な

し
で
も
味
わ
え
る
。
昼
間
か
ら
お
洒
が
飲
め
、

気
軽
な
立
ち
寄
り
派
に
は
ぜ
ひ
オ
ス
ス
メ
。

電
話

　

０
７
６
５
（７
４
）
１
０
６
８

日̈

住

所

　

入
膳

５
２
３
２

５

　

　

　

Ｑ̈

営
業

　

昼

～
夜

要
予
約
で
カ
キ
チ
ゲ
鍋
を
召
し
上
が

れ
る
焼
肉
専
門
店
。

電
話
／
０
７
６
５
（７
４
）１
６
８
９

一熙

住
所
／
入
膳
７
８
７
５
・１
６

営
業
／
昼
・夜

０
勝
寿
し
　
　
　
御
食
事
処

日
替
わ
リ
ラ
ン
チ
だ
け
で
な
く
、
朝
の

モ
ー
手
ン
グ
も
対
応
し
て
い
る
。

電
話
　
０
７
６
５
（７
２
）２
５
５
６

一国

住
所

入
膳
７
１
１
７
３
　
　
　
曇

営
業
　
朝
～
夜

か
き
祭
り

冬
の
陣

全
国
５
産
地
の
牡
蠣
が
揃
い
踏
み
。

２。

ｍ
超
炭
火
コ
ー
ナ
ー
開
設
。

●
牡
颯
１
袋
７
個
入
り

１
０
０
０
円

●
深
層
水
あ
わ
び

●
入
善
か
き
ラ
ー
メ
ン

●
い
わ
な
串
焼
き

●
キ
ト
キ
ト
鮮
魚
販
売

な
ど

②

Ｔ

Ｒ

Ｅ

Ｅ

　

　

力
Ｚ

＆
バ
‐

　

一１

恵

城

苑

　

　

　

　

御
食
事
処

　

　

一■

紙

ふ

う

せ

ん

　

　

御
食
事
処

●癬麗

⑦
清よ
ノヽじ
楼 :

料
事

■
烹

要
予
約
で
生
ガ
キ
、
カ
キ
鍋
が
召
し

上
が
れ
る
。
き
と
き
と
の
お
寿
司
も

あ
る
。

籠
鵜
／／
畑
嗣
瀬
崚
‐ ７
７２
一″
０２
０
４

一堕

営
業
／
昼
・夜

⑤
入
善

牡
蠣
ノ
星

●
食
‘
処

趣
の
あ
る
建
物
の
入
善
駅
前
の
老
舗
。

要
予
約
で
カ
キ
鍋
、
カ
キ
天
ぶ
ら
が

味
わ
え
る
。
宿
泊
も
可
。

日哺″知嗣亜教６７５２）１１０８
一園

営
業
／
昼
・夜
　
　
　
　
　
　
蒻

Ｏ
か
し
は
ら
館
　
　
　
旅
館

０
７
６
５
（７
２
）
１
１
０
０

⌒深
層
水
か
き
祭
り
実
行
委
員
会
）

入
善
海
洋
深
層
水
パ
ー
ク

ー０
時
～
１５
時

レ
ス
ト
ラ
ン
と
加

エ
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
た
ビ
レ
ィ
ン
、
牡
蠣
ノ
星
。
レ
ス

ト
ラ
ン
「
入
善

牡
蠣
ノ
星
」
で
は
、
海

洋
深
層
水
で
浄
化
し
た

「
き
と
き
と

の
牡
蠣
」
と
地
元
の
海
の
幸
・畑
の
幸

を
素
材
の
美
味
し
さ
そ
の
ま
ま
に
堪

能
で
き
る
。

※
予
約
不
要

電
話

′
０
７
６
５
（７
６
）０
０
６
５

住
所
　
下
飯
野
２
５
１
・１

営
業
　
昼
～
タ

要
予
約
で
、
カ
キ
チ
ゲ
鍋
、
カ
キ
グ
ラ

タ
ン
、
カ
キ
フ
ラ
イ
が
味
わ
え
る
旅
館
。

宿
泊
も
可
。

艘
蒲
″
知
Ｆ
亜
い
″
５ ２
）
０
４
５
３

一田

営
業

／
昼
・夜
　
　
　
　
　
　
　
　
他

無国日

3
伽隼
漏雇ぅ

要
予
約
で
カ
キ
鍋
、
カ
キ
パ
タ
ー
焼
き

が
味
わ
え
る
。
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
の
入

警
ブ
ラ
ウ
ン
ラ
‥
メ
ン
も
楽
し
め
る
。

電
話
　
０
７
６
５
（７
４
）１
７
２
８

日

住
所

古
黒
部
２
０
５
７
１
　

聾

営
業
　
朝
～
夜

（
ψ

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
‥
Ｎ
Ｅ
Ｒ

力
Ｚ

嗅
姜
店

「グ

ラ
チ
ネ

」
は
Ｚ

フ
ン
ス
鷹

で
グ

ラ
タ
ン

と
い
，
言
葉
。
要
予
約
で
、
お
野
菜
と
牡

蠣

の
酒
粕
ツ
ー
ス
グ
ラ
チ
ネ
が
味
わ
え
ま
す
。

電
話

　

０
９
０
（３
７
６
８
）
４
３
０
３

他

住

所
　

上
野

２

７

９
３

１

（サ
ン
ウ
ェ
ル
内

）

営
業

　

昼

・夜

（
日
曜
は
昼
の
み
）

‘́
タ
ク
ンヽ
ー
で
‐４
分

島́
タ
ク
ン
ー
で
８
分

島́
タ
ク
ンヽ
ー
で
８
分

カ
フ
ェ
　
喫
茶
店

■
電
話

■
会
場

■
時
間

⑩ ③ ⑤

駅 駅 駅
か か か

※料
2金
名

言:
円

::::]
亀

:i::

「ビ
ン
チ
ョ
ス
５
種
盛
り
合
わ
せ
」

自
家
製
ス
モ
ー
ク
オ
イ
ル
漬
け

さ
れ
た
カ
キ
を
中
心
に
、
サ
ー

モ
ン
や
チ
ー
ズ
な
ど
バ
ケ
ッ
ト
と

相
性
抜
群
の
味
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
。

料
金
／
１
２
５
０
円

TEL 0765‐ 72‐ 1100/下新川郡入善町入膳3255
htps//― town nyuzen toyamajp/

プログラム「12」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

入書町を,徴
する特産呂入

薔ジヤンポ西

瓜。その果汁

がたつぷり入つ

た美味しい飴.

富山入書ジャンポ西瓜飴 410円

〔」Aみな穂あいさい広場]
入薔町入臓348,1
TEL 0765‐ 72‐ 1192

近くで買える
オススメビックアップ

入善町役場キラキラ商工観光課 F::ξ
=■
:11こぅか

オイスターロード加盟店にて牡颯料理を注文。



富
山
湾
の
神
秘
に
会
い
に
行
く

魚
津
港
で
蜃
気
楼
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

宮

山
県
魚
津
市
の
海
岸
は
、

全
国
有
数
の
蜃
気
楼
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

蜃
気
楼
は
人
気
中
で
光
が
屈

折
し
て
虚
像
が
見
え
る
自
然

現
象
で
、
光
と
風
が
織
り
な

す
芸
術
と
も
い
え
る
。
魚
津

の
蜃
気
楼
は
、
３
月
下
旬
か

ら
６
月
の
気
温
が
高
く
風
の

穏
や
か
な
日
に
、
海
上
に
雲

が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
し

て
現
れ
、
数
分
か
ら
数
時
間

に
わ
た
っ
て
幻
想
的
な
姿
を

留
め
る
。

富
山
湾
全
体
を
見
渡
せ
る

魚
津
港
は
絶
好
の
蜃
気
楼
観

賞
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

周

辺
に
は

「魚
津
埋
没
林

博
物
館
」
「
海
の
駅
蜃
気
楼
」

な
ど
の
施
設
も
あ
り
、
富
山

湾
の
神
秘
を
一
日
見
よ
う
と

全
国
か
ら
多
く
の
フ
ア
ン
が

集
ま
る
。

蜃
気
楼
の
出
現
は
運
次
第
だ
。

蜃
気
楼
が
出
現
し
な
く
て
も

「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク

ラ
ブ
」
に
加
盟
す
る
宮
山
湾

の
眺
め
は
、
そ
の
ま
ま
で
十

分
に
美
し
い
。
魚
津
港
越
し

に
仰
ぐ
立
山
連
峰
も
絶
景

だ
。

こ
の
時
期
に
魚
津
港
周
辺
を

訪
れ
、
蜃
気
楼
に
出
会
え
た

人
に
は

「
蜃
気
楼
出

現
証

明
書
」
が
、
出
会
え
な
か
っ

た
人
に
は

「
蜃
気
楼
見
ら
れ

ん
だ
ち
ゃ
証
」
が
贈
ら
れ
る
。

ど
ち
ら
の
証
明
書
が
も
ら
え

る
か
楽
し
み
に
足
を
運
ん
で

み
よ
う
。

魚津埋没林博物館て

蜃気楼を学ぶ

蜃気楼展望地へ向い

蜃気楼ウォッチング

アクセス

●富山駅→(由 1あいの風とやま鉄
道)24分 )一魚津駅→(口 (市民バ
ス)8分 )→魚津港前→(■ 3分 )→
埋没林博物館
●黒部宇奈月温泉駅→(ヽ 1分 )→
新黒部駅→(由 (富 山地方鉄道)
16分 )一新魚津駅→(ヽ 1分 )→魚
津駅→(口 (市民バス)8分 )→魚津
港前一輌 3分 )→埋没林博物館
●黒部宇奈月温泉駅→ (`コ予約
式あいのリタクシー おもてなし魚津
直行便)20分 )→魚津駅→(口 (市
民バス)8分 )→魚津港前→(ヽ 3
分)→埋没林博物館

予約式あいの1,タクシー・おもてなし魚津直
行使は、魚澤市内と黒部宇奈月澤東駅間を
運行。片道1.000円 /1人 (小学生以上)。
365日 運行。出発の2時間前まで予約OK。

(時同と距離は目安です。
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蜃
気
楼
展
望
地
で
蜃
気
楼
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
ト
ラ
イ
ー
蜃
気
楼
が
出

現
す
る
の
は
年
に
十
数
回
。
た
と
え

現
れ
な
く
て

も
、
春
の
海
の

う
ら

りヽ
か
な

情
景
を
満
喫

し
よ
う
。

魚
津
埋
没
林
博
物
館
で
は
、

蜃
気
楼
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

な
ど
を
紹
介
す
る
展
示
を

行
っ
て
い
る
。
迫
力
あ
る
ハ
イ
ビ

ジ
ヨ
ン
の
蜃
気
楼
映
像
は
必
見
。

②海の駅蜃気楼

魚津港に水掲げされた鮮魚や

地元特産品の販売店、レスト~       _■
|  ヽ ランが入る観光施設。

TEL 0765‐ 24‐4301 魚津市村木定坊割2500‐2

【営業時間19100～ 1800(朝市開催の第2、 4日曜日は6:30～ )

しんきろうロードサイクリングツア…
とやま観光未来創造塾・上級認定ガイドの伊東清隆さん

と一緒に、電動自転車でしんきろうロードをサイクリング!

【料金12,000円 (魚津のスイーツかまぼこ付、レンタサイクル代込み)
:問合せ先】富山観光コンシェルシュ(平日830～ 1715)076‐ 4443200

【集合解散】魚津駅前観光案内所

富山湾のふしぎ“埋没林 "と “蜃気楼 "を

テーマとした博物館。

※詳細は下記参照

「蜃気楼出現証明書」

蜃気楼が出現した時は、

配念に「蜃気楼出現証

明書」を発行してくれる。

\ ieo<zFa,ern /

蜃気楼見させ隊

地元の蜃気楼研究会の会員3

名で結成。海の駅周辺で蜃気

楼の解説や魚津の観光案内などの活動

を行っているので、気軽に声をかけてみて。

■‐‐ , 「蜃気楼見られんだちゃ証」
響聾‐哩甲 残念ながら蜃気楼に出会えなかつ
~ た時も来てくれてありがとうの思い

一

 を込めて「蜃気楼見られんだちゃ

=ゃ 彗語J鳥潔解混11織
つた

▲ミラーシュラント観覧車の割引 (l lXl円 割引)の特典付

※見させ隊の活動は3月 中旬～

D魚津埋没林博物館

双
眼
鏡
を
貸
出
し

博
物
館
入
館
者
に
双
眼
鏡
を

貸
出
し
す
る
。
屋
上
展
望
台
や

蜃
気
機
の
丘

か
ら
の
眺
め
を

楽
し
ん
で
。

※
入
館
時
に
窓
口
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
使
用
は
館
内
の
み
。

TEL 0765‐ 22‐1049/魚津市釈迦堂814/【 開館時間19:00～ 17:00(受付は
16:30まで)/1休館日】12月 29日～1月 1日 /1入館料】大人(高校生以上)520

円、小・中学生260円 (土・日・祝は無料)

プログラム「13」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

近くで買える

オススメピックアップ

ロ

魚津埋没林博物館 ぅゎ奉ぃばつりんいつかん



「滑…
川
漁
鉾‥
」
で
手
づ
く
り
体
験

つ
く
っ
て
発
見
―
富
山
の
食
文
化

ー

卜
、

憔
曇

墨 罫

Ψl玉
かまばこ体験に

¶
)異
:『
散策を

() 豊脊叢」
つたかまばこを

巌時間と距籠

“

目安です。

~~~      
′わ‐
議

一

―
‐

豪亀タ

ゝ

「
か
ま
ぼ
こ
」
は
富
山
県
で
は

お
祝
い
の
席
に
華
を
添
え
る

大
切
な
存
在
だ
。
ひ
と
こ
と

で
か
ま
ぼ
こ
と
言
っ
て
も
、
す

り
身
を

昆
布
で
巻
い
た
「
昆

布
巻
き
か
ま
ば

とヽ
や
、
鯛
や

鶴

亀

な

ど
お
め
で
た
い
モ

チ
ー
フ
を
一か
た
ど
つ
た
「
細
工

か
ま
ぼ

こ
」
な
ど
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊

か
。
手
の
込
ん
だ
細

工
技
術

だ
け
で
な
く
、
そ
の

大
き
さ
も
他
県
に
は
な
い
特

徴
で
、
「側
め
て
見
る
人
は
び
っ

く
り
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

結
婚
式

の
引
き
出
物
と
し
て

持
ち
帰

っ
た
か
ま
ぼ
こ
を
切

り
分
け

て
ご
近
所
へ
お
す
そ

分
け
す

る
と
い
つ
富
山
な
ら

で
は
の
風
習
も
あ
る
。

滑
川
漁
港
の
す
ぐ
前
に
店
舗

を
構
え
る
「
滑
川
蒲
鉾
」
は
、

良
質
な
ス
ケ
ソ
ウ
グ
ラ
や
イ
ト

ヨ
リ
ダ
イ
を
使
っ
た
す
り
身
、

立
山
連
峰
の
伏
流
水
と
滑
川

海
洋
深
層
水
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
水
、
国
産
塩
な
ど
を
用
い
、

多
彩
な
か
ま
ぼ
こ
を
作
っ
て
い

る
。
お
土
産
選
び
も
楽
し
い

が
い
お
す
す
め
は
手
づ
く
り

体
験
だ
。
絵
付
け
を
す
る
感

『
Ｊ



細

工

か

ま

ば

こ

体

験

構

円
形
の
か
ま
ば
こ
２
枚
に

好
き
な
綸
柄
を
つ
け
ら
れ
る
。

■
料
金
／
６
８
０
円
ｘ
５
名
様

分
（
５
名
以
下
で
も
参
加
で
き

ま
す
が
、
５
名
様
分
の
料
金
に
な
り
ま
す
）

■
所
要
時
間
／
２０
～
“
分
（か
ま
ば
こ
の
加

熱
処
理
に
さ
ら
に
約
２
時
間
か
か
り
ま
す
）

※
１０
時
頃
ま
で
に
ご
入
館
く
だ
さ
い
。

※
晏
予
約
（３
日
前
ま
で
）

※
水
曜
日
・日
曜
日
休
み

【予
約
。お
問
い
合
わ
せ
】滑
川
蒲
鉾
株
式
会
社

電
話
／
０
７
６
（４
７
５
）８
８
０
０

先
着

５０
名
に
真
昆
布
を
進
呈

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て

体
験
を
申
し
込
ん
だ
方

先
着

５０
名
に
、
昆
布
巻

き
か
ま
ぼ
こ
に
使
用
し

て
い
る
北
海
道
産
の
真

昆
布
を
ブ
レ
ゼ
ン
ト
。

C滑川蒲鉾株式会社

滑川漁港に面し、素材と品質にこだ

わつたかまばこを製造している。

詳細は下記参照

精
円
形
の
か
ま
ば
こ
に
、
５
色
の

す
り
身
で
絵
付
け
が
で
き
る
。

自
分
だ
け
の
可
愛
ら
し
い
旅
の

お
土
産
を
作
ろ
う
。

滑川漁港

ν

立山を背にした滑川漁港は、

水・雪・空のコントラストが

美しい絶好の撮影スポット。
Dアクアポケット

海洋深層水の取水。供

給施設。深層水を販売

する他、展示コーナーが

ある。

TEL 076 476‐ 9305/滑りII市坪j‖新31

【営業時間】9:00～ 17100

1休館日】毎週火曜日(祝日の場合は翌日)、年末年始

Э海辺の生活

自家倍煎珈琲とこだわり

カレーが好評 のカフェ。

女性ひとりでも気軽に立

ち寄れる。

TEL 076‐476-1602/,骨り|1市坪り‖994
【営業時間110:30～ 21:00(L020:00)

【定休日】水曜日、本曜日

マルミット・アンサン

二■メ翔琲
TEL 076-475-3355 滑川市

'平

川981

【営業時間】1130～ 14Ю O、 18Ю O～ 2400

【定休日】火曜日

Эほたるいかミュージアム

|                        

｀

|

【開館時間】900～ 17110

【休館日13/20～5/31無休、6/1～翌年
3/19は火曜日(祝日の場合は翌日)

1料金】(3/20～ 5/31)800円 、

(6/1´-3/19)600円

富山湾の絶景を見ながら食事ができる。

TEL 07“701370(ほたるいかミュージアム内)

I営業時間】11:00～ 21:00(3～ 8月 )

掟体田火曜日

“

″
雹 生
まで無

" |

燕

レストラン光彩

TEL 076‐4758800/滑 川市高塚2629/【営業時間】9:30～ 17:00(土 祝は
16,00まで)/【定休日】水曜日(日曜日は直売店のみ営業)

プログラム「14」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

濃

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

劣
メ l

滑川蒲鉾株式会社 なめりかわかまばこあしきがいし■



五
感
で
楽
し
む
山
里
の
春

大
岩
ｃ
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メ
ｏｌ
ｅ
ｒ
＆
ラ
ン
チ

?番赫を
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※時間と距離は目安です。
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に
は
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一
∵

征
粁
が
開

い
た
の
が
始
ま
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一
〓
　
．
処

が
建
ち
並
び
、
風
＝
常
撃
響

と
伝
え
ら
れ
る
典

占
密
宗
の
一
　
　
フ０
門
前

街

を
形
づ
く

メ
に
い

総
本
山
で
、
「
人
岩
の
不
動
さ

一　
　
る

日
を
引
く
の
は
「
人
岩
そ

ん
ヽ
縦
乖
『
ば
れ
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が
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りヽ
か
な
水
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作
った
こ
の
地
の
■
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山
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Ｆ
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コ
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大
岩
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
ｌ
ｅ
ｒ
＆

ラ
ン
チ

コ
ロ
リ
エ
（
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
）
と
は
フ

ラ
ン
ス
輌
で
「
彩
色
す
る
」
と
い
う
意

味
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ガ
イ
ド
さ
ん

と

一綺
に
歩
い
た
日
石
寺
の
風
景
を
コ

ロ
リ
エ
し
、
旅
の
思
い
出
を
１
枚
の
絵

に
仕
上
げ
る
。
知
的
好
奇
心
を
満
た
し

た
後
は
、
ラ
ン
チ
で
お
な
か
も
瀾
足
。

■
料
金

／
５
５
０
０
円

（
１
名
・ラ
ン

チ
・ス
イ
ー
ツ
付
き
）

■
集
合
場
所
／
上
市
町
ヨ

■ヽ

署
ア
ィ

バ
ス

大
岩
バ
ス
停
前

■
所
要
時
間
／
約
２
時
間
半

■
最
少
催
行
人
数
／
２
名

※
要
予
約

（３
日
前
ま
で
）

※
歩
き
や
す
い
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
散
策
ル
ー
ト
は
当
日
の
状
況
に
よ
り

変
わ
り
ま
す
。

【予
約
・お
問
い
合
わ
せ
】

株
式
会
社
　
テ
ィ
ー
・ツ
リ
ー
・ヨ

ュヽ
ニ

ケ
ー
シ
ヨ
ン
ズ

電
話
／
０
９
０
，４
３
２
２
，０
１
７
０

※
予
約
の
際
に
ご
希
望
の
日
時
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
お
受
け
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｚ^
¨
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

¨
ス
タ
ー
ト

日
石
寺
と
そ
の
周
辺
を
散
策
。

見
ど
こ
ろ
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い

エ
ビ
ソ
ー
ド
が
聞
け
る
。

３

¨
「旅
館

だ
ん
ご
や
」
で

¨

Ｃ

Ｏ
１

０

ｒ

ｌ

ｅ

ｒ

散
策
中
に
出
会
っ
た
風
景
が
「
下

絵
」
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
の

で
、
好
き
な
も
の
を
選
び
、
色
鉛

筆
で
自
由
に
コ
ロ
リ
エ
し
よ
う
。

コ
ロ
リ
エ
の
後
は
、
名
物
の
大
岩
そ
う
め

ん
や
地
元
で
採
れ
た
山
菜
料
理
、
和
風

ス
イ
ー
ツ
が
並
ごか
ラ
ン
チ
に
舌
鼓

TEL 090‐ 4322‐0170(ツ アーデスク)MAIL info@yururng corn

中新川郡上市町広野24881(つるぎの味蔵内)/1営業時間】10:00～ 17:30

:定休日】水曜日(祝日の場合は営業、翌平日休み)htp://yururhg∞m

プログラム「15」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

３３
宙
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

予
―

‐

|  `「 r

同

株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズかぶしびぃしゃ。_つりこみ●3,しょんず

大岩colorier&ラ ンチプログラムに参加。



上
市
町
の
春
の
絶
景
、
い
た
だ
き
ま
～
す
―

眺
め
て
楽
し
む
飢
岳
ピ
ク
一ラ
ク

ー

①
Ｔ
の
Ｙ
Ｉ
Ｏ

■

鋼

の
刃
を
突
き
立
て
た
よ

う
な
鋭
い
峰
が
連
な
る
北

ア
ル
プ
う

剣
岳

。
標

高

は

２
９
９
９
メ
ー
ト
ル
で
、
日
本

三
大
雪
渓
の
ひ
と
つ
銀
沢
賞

渓
な
ど
、
一年
中
解
け
る
こ
と

の
な
い
雪
渓
が
点
在
す
る
。
全

国
の
岳
人
が
憧
れ
る
こ
の
名

峰
を
町
？
ン
ン
ボ
ル
と
し
て
い

る
の
が
上
市
町
だ
。

春
の
鍛
岳
は
ま
だ
ま
だ
雪
深

い
）
そ
の
雄
大
な
姿
は
、
登
ら

ず
遠
く
仰
ぎ
見
る
だ
け
で
も

大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ

る
。
Ｌ
市
川
沿
い
の
桜
並
本

越
し
に
見
る
白
い
剣
岳
、水
が

張
ら
れ
た
早
苗
の
旧
ん
ぼ
に

鋼
岳
の
山
影
が
映
る
「
逆
さ

飢
」
な
ど
は
、
一年
の
内
で
限
ら

れ
た
と
き
に
し
か
見
ら
■
■

い
絶
景
だ
っ
山
の

ずヽ
０
と
で
新

緑
が
暉
き
始
め
る
頃
に
な
れ

ば
、
一
「
解
け
水
が
流
れ
る
早

月
川
の
光
景
も
爽
快
だ
。
■

今
回
、
一編
集
郎
が
提
案
す
る

の
は
、
町
内

の
剣

岳

の
ビ
ュ
ー

ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
る
ビ
ク
一，

ク
だ
‐
キ
１
／
ベ
ー
ン
期

間
限

定
の
特
別
三

Ｉ
Ｉ
と
し
て
、

ｌｌ
市
町
の
人
気
懐
石
料
理
店

一
円
季
料
理

華
生

薫
ヽ
剣
岳

ビ
Ｚ

「

ク
弁

当

を
販
売

す

ワ年

ビ
ク
一■
ク
の
行
き
た
選

び
に
迷
う

な

は
、
西
田
提

術

館

ゞ
稿
漿

部

が
厳

選

し
た

一銀
岳
＆
美
景
ス
ホ
ッ
ト
」
の
パ

ネ
ル
を
展
示
す
る
の
で
、
ぜ
ひ

ウ
ち
寄
メ
ヽ
ほ
し
い
．

))→ 上
華生

ヽ 1
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②

」①

期間限定 凱岳ピクニック弁当

筍ご飯、鱒の西京焼、月の子の毘布巻き、濁葉

などを贅沢に使い、日でも春を感じさせてくれる。

■料金 /2,500円

※要予約 (2個以上で5日前までにご予約くださヽ →

旬
の
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
「飼
岳
ピ

ク
一ラ
ク
弁
当
」
を
期
間
限
定
で
用
意
。

頌鰈 警
よっ、嶋

:車の場合はカミール横つ立体駐車場の3階または4階に駐車 (2時 間無料)

口

嵐

■

企画展「岡崎忍展」
■開催期間

′
2016年 5月 20日 (金 )～ 6月 26日 (日 )

いけばな革月流の精神と独自の造形美が光る岡崎

忍氏。西田美術館でしか見られない、植物を使つた

華■な空間遺形は必見です。

Ｔ
）

立体駐車場 (カミール横 )

の屋上からも飼岳の眺め

が良い。 映画「おおかみこどもの雨と雪Jの舞台

モデルになつた古民家。燿岳は見えな

いが、里山の懐かしい風景が楽しめる。

※詳しくはホームベージをご確認ください。

中新川郡上市町浅生 18

詳しくはこちら

「NPO法人おおかみこともの花の家」
http://ookam kodomonohananoie ip/

飼 岳を正 面 に、ビクニック

シートを広げてのんびりする

のに最適。

２
階
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
に
、
編
集
部
が

厳
選
し
た
「鍛
岳
＆
美
景
ス
ポ
ッ
ト
」
の

パ
ネ
ル
を
展
示
。
実
際
に
見
た
い
風
景

を
ピ
ク
一ラ
ク
の
行
き
先
に
し
よ
う
。

銀岳&美景スポットの
パネル展示

西田美術館

オリエント文化からシルクロードを経て中国に至る陶磁

器・彫刻作品やロシアイコンが充実。美術館前は燿岳を

仰ぐ絶好のビューポイントでもある。

詳細は下記参照

上市川べり

スーパー農道からも録岳のJヒめが良い。

TEL 076‐ 472‐ 4352/中新川郡上市町郷柿沢1/【開館時間19:30～ 16:30(入館は
16:00ま で)/1休館日】月・火曜日(月・火曜が祝日の場合は、翌平日休館)/1入館料(常
設・特別展)】一般500円、(企画展は一般700円 )/http://― 雨snda_museum∝m/

プログラム「16」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

大岩山日石寺

「
四
季
料
理

華
生
」
に
お
弁
当
を
取
り
に
行
く
。

好
き
な
場
所
で
、
絶
景
と
お
弁
当
を
満
喫
―

一一一一̈　』
穴

働
ヨ
〔穴の谷盤場]中断川郡上市町黒川84
TEL 076‐ 472● 711(穴 の谷霊場弘真会)

西田美術館
`こ

したびしゅつかん



一膠　議
¨

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る

立
山
駅
周
辺
の
小
さ
な
寄
り
道

lP立

山駅周辺を散策

②
アメレベンルートヘ向かう

|

※時間と距暉は目安です。

■

辟
剰爾

醐
悔
鮮
礫

ド
」
¨
ル
ー
ト
の
玄
関
日
と
な
る
の
が

，
一　
立
山
駅
。
山
の
斜
面
に
建
つ
、

赤
い
屋
根
が
Ｈ
を
引
く
ロ
ッ
ジ

風
の
駅
合
で
、
１
階
が
宙
山

地
方
鉄
道
９
／ヽ．山
駅
、
２
階

が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
駅
に
な
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
」上
山
黒

部

ア
ル
ベ
ン
ル
ー
ト
は
マ
イ

カ
ー
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
だ
し

乗
り
換
え
で
そ
の
ま
ま
通
過

す
る
こ
と
が
多
霊
上
山
駅
だ

が
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い

の
が
駅
か
ら
徒
歩

１
分

の

「
富
山
県
立
山
力
と
ア
ラ
砂

防
博
物
館
」
だ
。
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
立
山
や
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

の
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
大
自
然
が
生
み
出
し
た

立
山
の
も
う
ひ
と
つ
の
魅
力

で
あ
る
コ
エ
山
カ
ル
デ
ラ
」
を

紹
介
し
て
い
る
。
じ
っ
く
り
鑑

賞
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
時

間
が
な
い
方
は
無
料
ゾ
ー
ン

を
見
る
だ
け
で
も
十
分
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

立
山
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に

は
飲
食
店
や
お
土
産
店
も

あ
る
。
空
き
時
間
を
利
用
し

て
立
ち
寄
っ
て
み
よ
う
。



Dリカーショップ五十嶋 D千寿荘

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
の
ほ
か
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
始
発
時
間
に
合
わ
せ
て

朝
早
く
か
ら
営
業
し
て
い
る
飲
食
店
、
山

帰
り
に
立
ち
寄
り
た
い
酒
店
な
ど
が
あ
る
。

薬師岳で山小屋を運営する会社が

経営している酒店。富山の地酒を豊

富にラインナップ。

TEL 076 482‐ 1917 立山駅前
【営業時間】6:00～ 20:00
【定休日】なし

Эお食事&喫茶あおき

コーヒープレイクも食事もOKのアット
ホームな食事処。テイクアウトメ
ニューもあり。

TEL 076‐ 482‐ 1871/立山駅前
【営業時間16:30～ 17:00

【定休日】なし

第23回 雪の大谷ウォーク

善段はパス専用の道路の片側を

歩行者用に開放。積雪量の多い

年で20mに迫る雪の壁の中を歩
くことができる。

1塁まlI∫l]I曇
I問い合わせ先】
立山黒部貫光(株 )
TEL 070431‐3331

(平日8:30～ 17:30)

おにぎりと軽食のお店。注文してから

握つてくれるおにぎりを携え、アルベ

ンルートに向かう人多数。

TEL 076482‐ 1511 立山駅前
:営業時間】6130～ 17100(GWは000～ )

【定休日】なし

立山駅の目の前にある便利な宿。天
然温泉の日帰り入浴〈大人600円 )も
受け付けている。

TEL 076-482-1138 立山駅前

:営業時間】10:00～ (日帰り入浴)
I定休日】なし 【日帰り入浴料】600円
※温泉の営業は4月 1日から

立山ケーブルカー

千山荘 立山館

層
留
、
■
‐

ヽ
谷

ヘ

大

場

の

〈
〓

雪

・ク
ウ

美女平

ヽ

″　
駅
・・．

山
０
一エ

⊃

地質、地形、雪氷、生物など立山

における自然と人の関わりを広く

紹介する。中でも「立山カルデラ」

と、そこに深く関連する「砂防」に

焦点を当てる。※詳細は下記参照

ジオラマや3Dハイビジョン映像
実験装置などがあり、立山カルデ

ラの成り立ちと、それがもたらす災

害、そしてそれを防ぐ砂防につい

て紹介する。美しさと荒々しさを併

せ持つた立山の姿が見えてくる。

カルデラ展示室、大型映像をご覧の際には観覧料が必要とな
`り

ます
| 
※立山

②おにぎりの志鷹

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
情
報
が
満
載

一雪
の
壁
の
し
お
り
』
プ
レ
ゼ
ン
ト

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
枷
館
学
芸
員
の
飯
田
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
本
誌
が
特
別
編
集
。

大
人
の
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
情
報
が
満
載
の
「
雪
の

壁
の
し
お
り
」
を
期
間
中
、
博
物
館
の
有
料
ゾ
ー
ン
に
入
場

さ
れ
た
方
に
ブ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

■
配
布
場
所
／
１
Ｆ
受
付

（観
覧
券
と
と
も
に
配
布
）
　

　

　

　

　

学
芸
員

飯
田
さ
ん

■
配
布
期
間
／
４
月
１６
日
～
　
※
な
く
な
り
次
第
終
了

富山県立山カルデラ

砂防博物館

昌 撼
立山の見どころや成り立ちなど
もパネル展示されている。

TEL 076‐ 481‐1160/中新川郡立山町芦焼寺字ブナ坂68/1開館時間19:30～
17:00(入館は16:30まで)/【休館日】月曜日(祝日の場合は開館)、祝日の翌日(土・

日曜日の場合は開館)、年末年始 【観覧料】一般400円、大学生320円

プログラム「17」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

___ヽ     ′

_ゴ 1習ЪT曇 :

近くで買える
オススメビックアップ

おにぎり(手づぐ′)2ヶ入り 卸 円
[おにぎりの憲口]

立山町芦餘寺千寿ケ原29(立山駅前)
TEL 076482‐ 1511

¨̈̈
¨̈

駅の待ち時間が発生 !そんな時はココ!

立山カルデラを知ろう!

□

富山県 立山カルデラ砂防博物館 とゃ訂んたてやまかるでらぎF,よいつかん



「
銀
絵
」
の
世
界
に
浸
る

小
杉
駅
周
辺
、
小
さ
な
ク
ラ
フ
ト
の
旅

―
ヽ
■

1イ
塁窓:鶏管
で

P′ )呈

':島

言i[る
Э
:駆穏議
記念館に戻り

アクセス

●富山駅→(由 (あいの風とやま鉄
道)11分 )→ 小杉駅→ (薇 6分
/550m)→竹内源造記念館

(時間と距摯は目安です。

一【

厖
動

■
斃

′

射
水
市
小
杉
地
区
の
旧
北
陸

道
の
面
影
の
残
る
商
店
街
を

歩
く
と
、
レ
ト
ロ
な
建
物
と

と
も
に
、
晏
一―
ク
な

「銀
絵
」

の
看
板
が
あ
ち
こ
ち
に
見
つ

か
る
。
こ
の
ま
ち
が
生
ん
だ

左
官
に
し
て
銀
絵
の
名
工
と

し
て
知
ら
れ
る
竹
内
源
造
に

ち
な
む
も
の
だ
。

銀
絵
と
は
銀
で
漆
喰
を
練
り

上
げ
て
つ
く
る
絵
の
こ
と
。

平
面
的
に
丹
念
に
描
か
れ
た

も
の
も
あ
れ
ば
、
立
体
的
に

盛
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
も
あ

り
、
以
前
は
土
蔵
の
壁
や
一罪

な
ど
に
よ
く
施
さ
れ
て
い
た
。

商
店
街

の
ほ
ど
近
く
の
下
条

川
沿
い
に
は
竹
内
源
造
記
念

館
が
あ
る
。
昭
和
９
年
に
旧

小
杉
町
役
場
と
し
て
建
て
ら

れ
た
建
物
を
改
装
し
た
も
の

で
、
砺
波
市
の
旧
家
の
土
蔵

を
飾
っ
て
い
た
２
匹
の
巨
大
な

龍
の
銀
絵

「双
龍
」
を
は
じ

め
、
数
多
く
の
作
品
を
展
示

す
る
。
国
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
カ
ラ

な
建
物
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も

魅
力
的
だ
。

記
念
館
で
は
銀
絵
藤
戦
が
で

き
る
棟
も
備
え
て
い
る
。
銀

絵
を
テ
ー
マ
と
し
た
美
術
館

は
全
国
に
数
力
所
あ
る
が
、

体
験
施
設
を
伴
っ
た
も
の
は

珍
し
い
と
か
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
は
こ
ち
ら
で
期
間
限
定
デ

ザ
イ
ン
の
体
験
メ
一互
―
を
用

意
す
る
。
記
念
館
見
学

。
ま

ち
歩
き

・
鎖
絵
作
り
を
自
由

に
楽
し
も
う
、

ヽ

|

１

ヽ

ゝ
「
Ｃｒ

・



一―一一②

③ 射 水 市 小 杉 展 示 館 (国登録有形文化財 )

明治44年 に銀行として建てられた建物を改築。黒

漆喰の上蔵造りで、内部の洋の要素がおしやれ。

TEL 076∈ 55‐3338′  射水市戸破4286-1

【開館時間】9C10～ 17:00

【定休日1月曜日(月曜日が祝休日の場合はその翌日)

【入館料】無料

精
巧
で
力
強
く
、
と
き
に
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
銀
絵
や
、
不
思
議
と
モ
ダ
ン
な

「な
ま
こ
壁
」
が
見
ど
こ
ろ
。

レ
ト
ロ
な
建
物
を
訪
ね
た
り
、
銀
絵

の
看
板
を
探
し
た
り
。
記
念
館
に
戻

り
、
銀
絵
体
験
を
す
る
人
は
、
作
品

の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
み
よ
う
。

①竹内源造記念館
(国登録有形文化財)

詳細は下記参照

レトロな雰囲気が魅力の昔

ながらの食品店。

ヽ
ニコネルモンド

i ~'

アルプラザ小杉店

お

い
だ

で

０
　
　
　
　
・

新湊観光船

下条川と新湊ベイエリア地区を

結ぶ観光船です。桜の季節には

下条川の桜が見所です。事前予

約が必要です。料金、ルート等詳

細はお問い合わせください。

冊廃雌1需1(認濡孟陥 _」

○^

児
鯰
げ
戻
っ襲
彗
く

ま
ち
あ
る
き
の
お
供
に

お
得
な
「
お
や
つ
セ
ッ
ト
」

ま
ち
歩
き
を
盛
り
上
げ
る
特
別
な

「
お
や
つ
セ
ッ
ト
」
を
用
意
。
清
水
食

品
ス
ト
ア
ー
で
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ
う
。
内

害
は
当
日
の
お
楽
し
み
。

■
料
金
／
５
０
０
円

■
販
売
場
所

／
清
水
食
品
ス
ト
ア
ー

店内を節る手描きPOPが味わ
い深い、昔ながらのお店屋さん。

TEL 076655‐ 0208

射水市戸破4283

【営業時間19:00～ 19:00

1定休日】第1・第3日曜日

21清水食品ストアー

攣
〕

囲
D十社大神

「十社の宮」と呼ばれて親しまれてい

る神社。竹内源造ら′jヽ杉左官が手が

けた銀絵や橋などが残されている。

0_

)4
■ J

Э岡田食品店

▼

春
の
絵
柄
の
　
・

型
抜
き
銀
絵
　
一

■
料
金
／
３
０
０
円

（額
・イ
ー
ゼ
ル
付
き
）

■
販
売
場
所
／
竹
内
源
造
記
念
館

■
所
長
時
間
／
３０
～
４。
分

※
事
前
に
ご
連
絡
頂
け
る
と
確
実
で
す
。
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TEL 0766‐ 55‐3288/射水市戸破2289/【営業時間19:00～ 17:00(入 館は
16:30まで)/1休館日】月曜日(月曜日が祝日の場合はその翌日)/【入館料】無料

プログラム「18」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム



ン

が
主
役

食
べ

あ
る
き
の

旅
?議員霜
あ…た

②孫色湾1liλで
食べあるきを楽しむ

●新高岡駅→(由 (」 R城端線)3
分)→高岡駅→(由 (」 R氷見線)30
分)→氷見駅→(■ 1分 )→氷見市
観光協会
●富山駅→(口 (ぶりかにバス)85
分)→ひみ番屋街

※ぶりかにバスの詳細はプログラム30● 熙。

富
山
湾
に
面
し
、
海
の
向
こ

う
に
立
山
連
峰
を
一望
す
る

氷
見
市
は
、
県
内
漁
獲
量
の

３
分
の
１
以
上
を
水
揚
げ

し
て
い
る
″
漁
業

の
ま
ち

ク

だ
。
氷
見
ブ
ラ
ン
ド
の
魚
と
い

え
ば
「
寒
プ
リ
」
な
ど
冬
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
な
か
な
か

ど
う
し
て
春
の
魚
も
あ
な
ど

れ
な
い
。
実
は
魚
種
は
春
の

方
が
多
く
、
中
で
も
漁
獲
景

が
多
い
イ
ワ
シ
（マ
イ
ワ
シ
・ウ

ル
メ
イ
ワ
シ
・カ
タ
ク
チ
イ
ワ

こヽ

は
有
名
だ
。
朝
、
水
揚
げ

さ
れ
た
ば
か
り
の
イ
ワ
シ
を

刺
身
で
食
べ
ら
れ
る
の
は
、
港

町
な
ら
で
は
の
贅

沢
だ
ろ

う
。
ま
た
主
に
マ
イ
ワ
シ
を

乾
燥
さ
せ
て
作

る

「
干
鰯

（ひ
い
わ
し
こ
は
、
身
が
良
く

し
ま
り
風
味
抜
祥
で
、
氷
見

の
特
産
品
と
し
て
古
ぐ
か
ら

全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
■
ス

辞
苑

に
も

「
水

見

鰯

」
と
ｔ

て
記
載

が
あ

る
ほ
ど
で
■
日
一

本

の
Ｆ
物

の
代
表

格
と
言
つ

て
も

過

言

で

は

な

い
だ

ろ

水
見
の
イ
ワ
シ
を
味
わ
う
際

に
お
す
す
め
な
の
が
、
「
水
見

食
べ
あ
る
き
ク
ー
ホ

こヽ

だ

魚
料
理
が
自
慢
の
人
気
店
で

の
ラ
ン
チ
と
、
お
Ｌ
産

＾
口
‐―――
の

買

い
物

に
使

用

で
き

る

ノ、―‐

わ
せ
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を

利
用
す
れ
ば
、
海
岸
線
を
サ

イ
ク
リ

ンヽ
グ
し
た
り
、
他

の
ス

ホ
ッ
ト
に
足
を
仲

ば
し
た
り

と
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
観
光

を
楽
し
め
る
¨



3店舗から
1店舗

各店で名物「氷見鰯」(マ イワシの干

葡 )を含むお土産好適セットをご用意。

【営業時間】9100～ 17:00

1定休日】元日のみ
※堀与はひみ番屋街店もあり

屋街内 )

【営業時間1800～ 18:Oll【 定休日】元日のみ

浚撥
【営業時間】8:00～ 17100

【定休日1日・祝日(水曜不定休)

来希望者は前日までに連絡をすれば、工場
の見学もOK(午前中のみ、5名様まで)

※クーボンは33富 山旅キャンペーン期間中 (4月 29日 (金・祝 )

～5月 8日 (日 )を除く)に限り有効。返金不可。

※漁の状況で鰯料理が提供できない場合は、それに見合つた

内容の料理をご提供致します。

※その他使用上の注意はクーボン裏面に掲載。

1店舗

氷見の人気飲食店が、「腕によりをかけたイワシ料理」+
「朝獲れ鮮魚の申1身」を楽しめるランチをご提供。

D味処割烹しげはま

落 ち着いた雰 囲気で

女性ひとりでも入りや

すい庶民的な割烹。

【お品書き】イワシの酢
入り
′
お刺身盛り合わ

せ (鰯以外の魚介)/野菜の煮物 /ご飯 /

TEL 076← 72‐0114/氷見市丸の内2‐ 18

【営業時間112CXl～ 1400、 17∞～22∞

みそ汁/香の物

【定休日1木曜日

ひみ漁業交流館

「魚 座々」
氷見の漁村文化を体感できる伝統の

漁具や民具を展示。氷見の魚を使っ

た軽食を味わえる飲食コーナーも。

TEL 076674 8018 氷見市中央町71

1営業時間19∞～1700

(飲食コーナーは10:∞～1,∞ )
【定休日】水曜日、祝日の翌日
【入館料1300円

②割烹ラ6月

「とやま食の匠」に日定
されている地元通の店

主が腕を振るう。

【お品書き】イワシの本ト

葉焼き イワシの酢みそ
ぬた イワシのお刺身 (イワシが獲れない日は別のもの)′イワ
シの生姜煮 (味噌煮の場合あ:り )ご 飯 みそ汁/香の物
※追加メニューで日のしゃぶしゃぶも有り(要予約 )

TEL 076674‐ 5941/氷見市幸町餅78

:営業時間】12:∞～14∞、1600～ 21:00【定休日】水曜日

食彩居酒屋灘や

昼も営業する居酒屋。

季節の魚介をアレンジ

した一品料理も豊富。

1お品書き】イワシの粕汁
イワシの酢入り お刺
身盛り合わせ(その日に獲れたもの)ご飯 みそ汁 香の物
TEL 0766‐ 72‐0424′/氷見市本町13-10

【営業時間】11:30～ 14:00、 17:00～ 23:00【定休日】木曜日

氷
見
食
べ
あ
る
き
ク
ー
ポ
ン

「
氷
見
の
イ
ワ
シ
」
が
楽
し
め
る
ラ
ン
チ
＆
お

土
産
を
組
み
合
わ
せ
た
ク
ー
ボ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ

好
み
の
１
品

（計
２
品
）
を
選
べ
る
。

■
料
金

／
２
０
０
０
円
（税
込
）

■
販
売
場
所

′
氷
見
市
観
光
協
会

（
Ｊ
Ｒ
氷

見
駅
内
）
、
ひ
み
番
屋
街

総
合
案
内
所

■
対
象
店
舗
／
掲
載
店
舗

■

□

■

謳

目

■

■

ク
ー
ボ
ン
の
購
入
と
同
時
に
電
動
自
転
車
を

借
り
る
と
、
レ
ン
タ
ル
料
金
が
１
日
２
０
０
円

と
お
得
に
―
（通
常
は
５
０
０
円
）
※
３
月
中

は
駅
前
工
事
に
伴
い
、
貸
出
し
不
可
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【お
問
い
合
わ
せ
】氷
見
市
観
光
協
会
（下
記
参
照
）

食事からお土産まで、氷見グルメを提供する

専門店・飲食店が集結。富山湾越しにそびえ

る立山連峰と氷見市沖に浮かぶ唐島を一望

する海岸沿いにあり、温泉施設も隣接する。

TEL 076G72 3400′ 氷見市北大町235
1営業時間】330～ 18Ю O(一部飲食店は21:00ま で)

:定休日】元日のみ

忍者ハットt

TEL 0766 74‐ 5250/水見市伊勢大町1‐ 12‐ 18(」 R氷見駅内)【営業時間】
9:00～ 17100/1定 休日1年末年始(12/30～ 1/3)
http″/― klok‖ohimLcom/

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

比美乃江大橋

(一社)氷見市観光協会 ひみのんこうきょうかい

近くで買える
オススメビックアップ

氷見カレーレトルト 6∞円
〔ひみ■屋街]詳細は■紀を参照
※観光案内所(」R氷見駅構内)でも販売
※その他、加盟店

“

販売(詳細はHP)

¨̈一一̈



木
曾
義
仲
の
英
雄
伝
を
マ
ッ
プ
で
紐
解
き
歩
く

心
高
ぶ
る
倶
利
伽
羅
峠
歴
史
散
策

旗
揚
げ
か
ら
わ
ず
か
３
年
で

京
の
都
か
ら
平
家
を
一掃
し
、

朝

日
将
軍
の
名
を
手
に
し
た

英

雄
、
そ
れ
が
本
曾
義

仲

（
源
義

仲
）
で
あ
る
。
源
頼

朝
・義
経
を
従
兄
弟
に
持
ち
、

一
平
家
物
語
二

源
平
盛
衰

記

』
で
そ
の
生
た
が
描
か
れ

て
い
る
。
そ
し
て
本
曾
義
仲

の
英
雄
伝
に
欠
か
せ
な
い
の

が
源
平
合
戦
供
利
伽
維
峠

の
戦
い
で
あ
る
。
１０
万
も
の
平

家
の
大
革
を
、
「
火
牛
の
計
」

を
用
い
て
破
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー

は
痛
快
そ
の
も
の
。
埴
生
護

国
人
幡
宮
か
ら
供
利
迦
羅

不
動
寺
に
至
る
倶
利
伽
羅

峠
に
は
、
本
曾
義
仲
が
平
家

を
撃
ち
破
っ
た
合
戦
の
物
語

が
眠
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
源
平

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
地
を
、
歴
史

好
き
に
も
、
そ
う
で
な
い
人

に
も
も
っ
と
も
つ
と
満
喫
し
て

も
ら
う
た
め
、
３３
富
山
旅
で

は
特
設
歴
史
散
策

Ｍ
Ａ
Ｐ

を
ご
用
意
。
期
間
限
定
で
提

供
さ
れ
る
「
倶
利
伽
羅
ぜ
ん

ざ
い
」
「
歴
史
散
策
お
む
す

び
」
を
味
わ
い
な
が
ら
、
マ
ッ
プ

片
手
に
木
曾
義
仲
の
物
語
を

堪
能
し
て
欲
し
い
。
も
ち
ろ

ん
素
晴
ら
し
い
歴
史
建
築
や

絶
景
・美
景
と
の
出
会
い
も

待
ち
て

い
る

。

源平茶屋で

特設歴史散策MAPを
入手

セリ蹄量鍵歩く
アクセス

●新高岡駅→(白 (」 R城端線)3分、
または口〈シャトルバス)4分 )→高岡
駅→(由 (あいの風とやま鉄道)14
分)→石動駅→(日〈4ヽ矢部市営バ
ス)6分 )→壇生北→(ヽ 10分 )→
埴生護国八幡宮
●新高岡駅→(`130分ノ2am)→
埴生護国八幡宮

※時同と距離●目安です。



倶
利
伽
羅
峠
に
秘
め

ら
れ
た
木
曾
義
仲
の

英
雄
伝
。
そ
の
歴
史

物
語
を
紐
解
き
な
が

ら
峠
を
歩
き
、
歴
史

ス
ポ
ッ
ト
で
し
み
じ
み

と
想
い
を
馳
せ
る
。
倶

利
伽
羅
峠
の
歴
史
散

策
が
１０
倍
愉
し
く
な

る
特
別
な
歩
き
方
。

④若宮山医王院

仁王像の安置された山

円を抜けると、境内には

倶利伽最峠二十二観音

の石像など、ちょつと可

愛くて素敵な空間と出

会う。

五社権現

③倶利伽羅
源平の郷埴生回

倶利伽羅峠について見て、

触れて、学ぶことができる施

設。散策の前に情報をGET!

②源平茶屋

⑥歴史国道
倶利働1羅越えιヽこしえの街道

約3 5kmの 歴史散策を愉しむ峠道。倶利伽

羅の戦いに挑む木曾義仲に想いを馳せなが

ら、峠の森を歩いて行こう。

①埴生護国八幡宮

倶利伽羅峠の戦いにおいて木曾義仲が

戦勝祈願をした神社。武士の守り神・戦の

神様として、武田信玄をはじめ多くの戦国

武将から崇拝された。社殿は国指定重要

文化財。

※できれば宝物殿

へ入って、倶利伽

羅峠の戦いや壇

生護国八幡宮の

歴史を学べば愉し

さ倍増。(宝物殿

の拝観は要予約 )

TEL 0766‐ 67‐1220 小矢部市埴生2992

⑤若宮古墳

6世紀初頭に築造された全長約

50メートルの前方後円墳。上に立

つと、小矢部の衡並みとクロスラ

ンドタワー、そしてその向こうに立

山連峰が遠望できる。

'直 `L大

地

倶利り1羅小道

]ぅ

倶利伽羅峠

①倶利迦羅
不動寺

本尊は日本三不動の一

尊が祀られている。境

内からは立山連峰も眺

望できる。

※E～ 0は約5km。

火牛の像

ブナ原生林

ヶ馬場

`倶

利伽羅県定公園

木曾義仲が平家の総大将平維盛と対戦した古戦場と

して知られる。合戦において平家が本陣をおいた「猿ヶ

馬場」や地獄谷をのぞむ「倶利伽覆展望台」などがあ

る。春は約6,000本の人重桜が咲き誇る桜の名所とし

ても有名。

中たるみの茶屋跡

33富山旅特
=1メ

ニュー等を注文して

特設歴史散策MAPを入手。

●倶利伽羅ぜんざい 380円

3種類のお餅が入った特別仕立てのぜんざい。倶利伽

墨峠の歴史散策へ出かける前の腹ごしらえに最適。

●歴史散策おむすび (テイクアウト)1個 100円

倶利伽轟峠の歴史散策のお供にビッタリのテイクアウ

ト用おむすび。地元メルヘン米が実に美味しい。

峠 (天地)茶

TEL 0766‐ 683000′ 小矢部市埴生2996‐ 5/【営業時間】10:00～ 15100/

1定休日】木曜日

プログラム「20」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～5月 31日 (火 )まで

源平供養塔

平為盛塚

蟹谷次郎碑

近くて食せる
オススメピッタアップ

ご 爾
マンスな一品。

お薔麦 3al円
[凛平茶屋]

詳細は右記参照

源平茶屋 げんべいつや

特設歴史散策MAPを 入手。



砺
波
平
野
は
日
本
を
代
表
す

る
「
散
居

村

（
さ
ん
き
ょ
そ

ん
と
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
「
村
」
と
い
つ
と
民
家

が
寄
り
集

ま
っ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ

る
が
、
砺
波
平
野
は

そ
の
逆

で
、
広
大
な
水
田
風

景
の
中
に
家
々
が
点
在
し
て

い
る
。
占
い
々
と
散
ら
ば
る
家
ひ

と
つ
ひ
と

つ
に
視
点
を
絞
る

と
、
」ゝ
の
地
の
言
葉
で
「
カ
イ

一百
」
と
呼
ば
れ
る
屋
敷
林
に

囲
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
れ

ら
の
伝
統
的
な
家

屋
の
多
く

は
切
妻
屋
根
を
持

ち
、
東
側
を
正
面
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら

「
ア
ズ
マ
ダ
チ
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

散
居
村

が
見
渡
せ
る
ス
ポ
ッ

春
の
砺
波
平
野
の
懐
に
飛
び
込
む

居
村
を
め
ぐ
る
癒
し
の
旅

卜
は
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
地
元
の
人
の
お
す
す
め
は

「
と
な
み
夢
の
平
散
居
村
展

望
台
」
だ
。
散
居
村
が
眼
下
に

広
が
り
、
吐遅
く
日
本
海
ま
で

見
波
せ
る
。
川
に
水
が
張
ら

れ
る
春
の
夕
暮
れ
時
は
特
に

美
し
く
、
水
面
が
き
ら
き
ら

と
輝
い
て
郷
愁
を
誘
う
。

壮
大
な
パ
ど
フ
マ
を
眺
め
た
後

は
、自
分
自
身
が
そ
の
風
景
の

中
に
入
り
込
ん
で
み
よ
う
。

散
居
村
の
魅
力
に
触
れ
て
学

べ
る
「
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
、
ア
ズ
マ
ダ
チ
以
ユ副
の

茅
葺
き
農
家
を
改
修
し
て
一

般
公
開
し
て
い
る
「
か
い
に
ょ

苑
」
な
ど
、
立
ち
寄
リ
ス
ポ
ッ

ト
も
充
実
し
て
い
る
。

で荘ス憂
入
和
相
の

琲

夢

珈
①
Ｔ

?卑稿畜
②鶴場ザ雪&っろぐ

○暫踊轟鶴

|

※時間と距
"は

目安です。
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ま
る
と
牛
乳
ｘ
か
い
に
ょ
苑
の
縁
側
カ
フ
ェ

砺
波
駅
南
口
前
の
「ま
る
と
牛
乳
」

で
懐
か
し
の
瓶
入
り
牛
乳
・珈
琲
牛

乳
を
購
入
。
か
い
に
よ
苑
ま
で
歩

き
、
縁
側
で
自
由
に
く
つ
ろ
ご
う
。

空
き
瓶
は
か
い
に
よ
苑
で
回
収
し
て

い
る
が
、
記
念
に
持
ち
帰
っ
て
も
。

■
料
金
　
１
３
０
円

（牛
乳
・珈

琲
牛
乳
各
１
本
）

※
か
い
に
よ
苑
の
入
館
料
が
別
途

２
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

■

販
売
場
所

／

ま
る
と
牛
乳

（事
務
所
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い

■
販
売
時
間
／
牛
乳
は
１０
時
３０
分
頃
よ
り
販
売
。
珈
琲
牛
乳
は

‐３
時
以
降
よ
り
販
売
。
　
※
都
合
に
よ
り
在
庫
が
な
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
一
Ｃ
了
承
く
だ
さ
い
。

メ

明治初期建築の旧金岡家住宅を改

修して一般公開している施設で、ア

ズマダチ以前の茅葺き晨家として貴

重な建物。その名の通り、敷地内に

立派なカイニョがある。

TEL 0763‐ 33‐6934/砺波市豊町1‐ 2‐10

【営業時間】10Ю O～ 18,00
【定休日】火曜日、12月 29日～1月 3日
【入館料】一般210円、高校生以下llXl円、

65歳以上160円

スキー場に併設された宿泊・レストラ

ン施設。自銀のゲレンデは、春はスイ

セン、秋はコスモスの花 園となる。

「散居村展望台」や「散居村展望広
場」へも近い。

TEL 0763‐ 3■2323 砺波市五谷160
【営業時間】1000～ 1700(レストラン)
【定休日1水曜日(祝日の場合は翌日)

i

〔営業時間110:30～ 16:00

1定休日】日曜日、週途中の祝日

散
居
村
展
望
広
場
の
絶
景
カ
フ
ェ

夢
の
平

コ
ス
モ
ス
荘
で
３３
富

山
旅
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
リ
ー
ブ
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
販

売
。
率
で
約

３
分
の
散
居
村

展
望
広
場
で
、
砺
波
平
野
の

散
居
景
観
を
眺
め
な
が
ら
ひ

と
患
つ

ｃ
う
。

■
料
金

／
４
０
０
円

■
販
売
場
所

′
コ
ス
モ
ス
荘

ｌ
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン

※
券
売
機
で
コ
ー
ヒ
ー
の
食
券

を
購
入
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

■
販
売
時
間
　
１０
時
～
１７
時

※
３
月
３‐
日
ま
で
は
、
積
雪
の
た
め
冬
季
閉
鎖
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

散居村展望台

となみ夢の平
スキー場

革居村展望広場

散居村のことをもつと知るなら

となみ散居村ミュージアム

2016となみチューリップフェア
2016年4月 22日 (金 )～ 5月 5日 (木・祝 )

今年は・夢・・未来・がキーワード。大花壇のチュー

リップ地上絵や、水面を飾る水上花壇、チューリッ
プの丘「フラワーヒル」など見どころ滴載。

【会  場】砺波チューリップ公園
1開目時間】8:30～ 17:30(入回は17:∞まで)
【入場料l大人・高校生1,000円 (前売り900円 )

′
Jヽ
。中学生300円 (前発り200円 )

【駐車整理料】普通車500円

砺波地方に伝わる伝続文化を発信する拠点

施設。散居景観の素晴らしさを感じて学べる

「情報館」、音ながらの暮らしを体験できる
「伝統館」など4つの棟から成る。

TEL 0763‐ 34‐7180 砺波市太郎丸80
I営業時間】900～ 21:00(民 具館は1000まで)I定休日1水曜日・毎月第3木曜日(休日を除く)
1入館料】民具館 高校生以上一人ll10円その他の施設は無料(施設を利用する場合は別途)

TEL 0763‐337666 砺波市宮沢町39/1営業時間】9:00～ 18:00【 定休
日】12月 31日～1月 2日
httpノ/― tonam卜 kankou org/

プログラム「21Jの特別体験期間 レ 2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

国内最大級700品種300万本が咲き誇る

|    |

近くf食せる
オススメピックアップ

em
苺ワッフル(1月～5月までの季節猥定)

842円

[梅薔口]
場波市庄川町天1408
TEL07082 702,

(―社)砺波市観光協会 となみしかんこうきtうかい

まると牛乳で買い物し、かいにょ苑に入館。またはコスモス荘でコーヒーを購入。



世
界
の
ム
ナ
カ
タ
が
わ
か
る
美
術
館
、
そ
し
て
旧
棟
方
住
居
「鯉
雨
画
斎
」
へ

棟
方
志
功
に
浸
り
尽
く
す
幸
せ
時
間

f・ .

?驚爆僻

(D属雰[;需普露縄毬&昌
優待券の提供

※時同と距離は目安です。

２０
世
紀

を
代
表
す
る
世
界

的
芸
術
家
の
一
人
で
あ
る
棟

方
志
功

。
ゴ
ッ
ホ
に
強
く
憧

れ
た
棟
方
は
、
い
つ
し
か
自
ら

の
「
版
画
」
を

「
板
画
」
と
呼

び
、
独
自

の
世
界
観
を
生
み

出
し
な
が
ら
国
際
的
に
注

目
さ
れ
る
芸
術
家
へ
と
駆
け

上
が
っ
た
。
欧
米
の
一流
美
術

饗

狩

が

鉤

の
評
価
は
日
本
の
そ
れ
を
遥

か
に
凌
ぐ
。
棟
方
は
あ
え
て

戦
時
の
疎
開
先
に
故
郷
の
青

森
で
は
な
く
、
し
が
ら
み
が

な
く
自
由
に
暮
ら
せ
る
富
山

Ｍ
¨
脚
獅
榔

副
梓

い
一
一

間
の
ア
ト
リ
エ
を

一
鯉
雨
画

斎
」
と
名
付
け
、
住
―
‐‐
―
は
谷

崎
潤

一
郎

の
命
名

に
よ
っ
て

「
愛
染
苑
」
と
呼
ん
だ
ニ
ー・―
山

の
■
か
な
自
然
風
１１
に
田
ま

れ
て
、
自
分
の
描
き
た
い
物

を
存
分
に
描
い
た
棟
方
、̈
南

砺
市
立

福
光
美
術
館
に
は
、

そ
ん
な
福
光
時
代
の
希
少
な

作
品
を
は
じ
め
、
瑞
々
し
い

し野「
そ数し多α却動腱一時

も
美

術

館

別

館

と
し
て
公

開
さ
れ
て
い
る
。



一 ― 一 一 一 ― 一 ― 一 一 ― 一 一 一 一
①

南
砺
市
立

福
光
美
術
館

▲
日
濡

里
山
の
豊
か
な
緑
と

野
鳥
の
さ
え
ず
り
が

聞
こ
え
る
大
自
然
に

包
ま
れ
た
静
か
な
美

術
館
。
棟
方
志
功
の

福
光
疎
開
時
代
の
作

品
を
中
心
に
収
集
展

示
。
棟
方
の
制
作
風

景
が
映
さ
れ
た
映
像

も
必
見
。

棟
方

志
功

板
面
家
。
１
９
５
６
年

（昭
和
３‐

年
）
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

に
「
一善
薩
釈
迦
十
大
弟
子
」
な

ど
を
出
品
し
、
日
本
人
と
し
て
版

画
部
門
で
初

の
国
際
版
画
大
賞

を
受
賞
。
太
平
洋
戦
争
中
に
富
山

県
に
疎
開
し
て
浄
土
真
宗
に
ふ
れ

仏
教
的
世
界
を
現
し
た
作
品
が
有

名
に
な
る
。

写実に基づく鮮やかで装飾的な

花鳥画を得意とした石崎光璃の

作品も充実。

曇

車

で
７
分

一 ― ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

②

約
７
年
間
居
住
し
た
「鯉
雨
画
斎
」
で
は
、
板
戸

や
洗
面
所
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
描
き
込
ま
れ

た
棟
方
の
絵
に
心
を
章
わ
れ
る
。

●
棟
方
志
功
記
念
館
「愛
染
苑
」

●
旧
棟
方
住
居
「鯉
雨
画
斎
」

●
民
藝
館
「青
花
堂
」

■
電
話
／
０
７
６
３
（５
２
）
５
８
１
５

■
住
所

／
南
砺
市
福
光
１
０
２
６
・
４

■
開
館
時
間
／
９
時
～
１７
時

（入
館
は
１６
時
３０
分
ま
で
）

■
休
館
日
／
火
曜
日
（祝
日
の
場
合
は
開
館
、
翌
日
休
館
）
、

年
末
年
始
、
展
示
替
期

■
入
館
料
／
一般
３
０
０
円
（３
館
合
わ
せ
て
の
入
館
料
）

南
砺
市
立

福
光
美
術
館

分
館

棟
方
志
功
記
念
館
「愛
染
苑
ａ
せんる
」

優
待
券

南
砺
市
立

福
光
美
術
館
入
館
者
に
は
優
待
券
を
進

呈
。
福
光
美
術
館
か
ら
約
３
ｋ
ｍ
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る

分
館
に
も
、
ぜ
ひ
足
を
運
び
た
い
。
福
光
駅
と
の
途
中

に
あ
る
の
も
便
利
。

南
砺
市
立
福
光
美
術
館
「分
館
」の
入
場
料
が
１
０
０
円
引
き

棟

方

志

功

の
世

界
を

紐

解

く

特

別
ガ

イ
ド

館
内
の
展
示
作
品
を
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
の
ガ
イ
ド
を
聴

き
な
が
ら
愉
じ
め
る
。
「な
ぜ
、
ム
ナ
カ
タ
は
富
山
へ
来

た
の
か
」
「な
ぜ
、
福
光
時
代
の
作
品
は
喘
々
し
い
の
か
」

「な
ぜ
、
世
界
の
ム
ナ
カ
タ
に
な
れ
た
の
か
」
ム
ナ
カ
タ
、

３
つ
の
謎
に
追
り
な
が
ら
、
棟
方
志
功
の
世
界
を
堪
能

で
き
る
。
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
。

■
前
日
ま
で
に
要
予
約

肺鍵
幹祓
鯰

阜

TEL 0763‐ 52‐ 7576/南砺市法林寺2010/【開館時間】9:00～ 17:00(入館は
16:30まで)/1休館日】火曜日(祝日の場合は開館、翌日休館)、年末年始、展示替
期/【入館料】常設展示一般300円、企画展は別途/htp//nanto‐ museum∞ m/

精 寺

南砺市立

福光美術館 分館
「愛染苑」等

３３
●
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

素敵なフレセントか当たるキャン、
=ン
参加資格 (応募用紙)はこれてグット! :れくはP65～ 66を 参照

南砺市立 福光美術館 なんとωつ:くみつ0し 4つかん

近くで買える
オススメピックアップ

季節の野菜
′
時領

[道の駅福光 なんと一福茶E]
南砺市中ノ江16/TEL07G52 41∞

一一̈̈
南砺市立 福光美術館に入館。



フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
手
に
五
箇
山
の
風
景
を
追
体
験

世
界
遺
産
の
小
さ
な
山
里
を
訪
ね
て

昔
ば
な
し
の
世
界
を
思
わ
せ
る

小
さ
な
山
村
が
点
在
す
る
五

箇
山
は
、
富
山
県
の
南
西
端
、

庄
川
沿
い
に
位
置
す
る
自
然
豊

か
な
地
域
だ
。
そ
の
中
で
、
〈
ロ

掌
造
り
の
家
屋
が
立
ち
並
ぶ

相
倉
合
掌
造
り
集
落
と
菅
沼

合
掌
造
り
集
落
は
、
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
お
り

（重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

も
選
定
）
、庄
川
沿
い
の
岐
阜
県

自
川
郷
荻
町
集
落
と
と
も
に

１
９
９
５
年
に
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
合
掌
造
り
で
も
、
五
箇
山

と
白
川
郷
は
趣
を
異
に
す
る
。

五
箇
山
は
、
江
戸
時
代
に
養
蚕

や
塩
硝
（火
薬
原
料
）
製
造
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
加

賀
藩
の
手
厚
い
庇
護
を
受
け
て

お
り
、
太
い
柱
と
梁
組
の
組
み

合
わ
せ
や
、
自
在
鍵
の
あ
る
囲

炉
裏
な
ど
に
重
厚
感
あ
ふ
れ
る

し
つ
ら
い
が
見
ら
れ
る
。
湿
気
が

多
く
重
い
雪
が
降
る
こ
と
か

ら
、
雪
を
落

と
し
や
す
い
よ
疑

屋
根
が
急
で
、
正
面
に
玄

設
け
ら
れ
て
い
る
点
も
特
徴

だ

。
五
筒
山
で
は
今
も
人
々
が
Ｌ

の
暮
ら
し
を
営
ん
で
織
窮

地
の生
活
文
化
し
燿
噸

人
に
お
す
す
め
な
の
い

造
り
の
民
宿
で
の
貴

体
験
だ
い

過
ご
し
た
翌
日
は
ハ

ク
を
手
に
日
本
の
原
風
旦墨

体
験
し
て
ほ
し
い
。

?)M腋
○認寵籍
箇山の

※時間と距摯は目安です。
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世
界
遺
産
民
宿
の
宿
泊
者
に

３３
菅
目
山
旅
特
別
編
集

フ

ォ

ト

、フ

ッ
ク

進

呈

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
相
倉
合
摯
造
り
集

落
の
民
宿
に
宿
泊
し
た
方
に
、
本
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
撮
り
下
ろ
し
た
五

箇
山
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

【対
魚
の
民
宿
】●
五
箇
山

合
摯
造
り
の
宿

庄
七

●
民
宿

勇
助

●
合
掌
造
り
の
宿

長

ヨ
門

●
五
箇
山
の
民
宿

与
茂
四
郎

●
民

宿

五
ヨ
門

●
合
摯
民
宿

な
か
や

【お
問
い
合
わ
せ
】

南
砺
市
観
光
協
会

五
箇
山
支
部

五
箇
山
総
合
案

内
所
　
※
下
記
参
照

フ
オ
ト
ブ
ツ
ク
は
Ｂ
６

サ
イ
ズ
‐６
頁
で
、
五
箇

山

の
定

番

観

光

ス

ポ
ッ
ト
や
小
さ
な
神

社
や
お
寺
な
ど
の
写

真
を
綴
る
。
ア
ク
セ
ス

マ
ッ
プ
の
ほ
か
撮
影
の

コ
ツ
も
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
カ
メ
ラ
好
き
の

方
も
楽
し
め
る
。

〈掲載スボット例〉

世
界
遺
産

相
倉
合
掌
造
り
集
落

郎
棟
の
合
摯
造
り
家
屋
が
現
存
す
る
五
箇
山
最
大
の
世

界
遺
産
集
落
。
茅
葺
屋
根
を
間
近
に
眺
め
た
後
は
、
集

落
全
体
が
見
下
ろ
せ
る
高
台
の
展
望
エ
リ
ア
に
も
足
を

運
ん
で
み
て
。

世
界
遺
産

菅
沼
合
掌
造
り
集
落

五
箇
山
の
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
た
、
小
さ
な
世
界

遺
産
集
落
。
田
ん
ぼ
の
間
を
撻
う
道
を
の
ん
び
り
散
策

し
た
い
。
見
学
施
設
と
し
て
「
五
箇
山
民
俗
館
」
「塩
硝
の

館
」
が
あ
る
。

国
指
定
重
要
文
化
財

岩
瀬
家

五
箇
山
・白
川
郷
合
わ
せ
て
最
大
規
模
の
５
階
建
て
の

合
摯
造
り
家
屋
。
打
を
一切
使
っ
て
い
な
い
と
い
つ
か
ら
驚

き
だ
。
重
厚
感
漂
う
豪
華
な
内
装
も
見
ご
た
え
が
あ
る
。

国
指
定
重
要
文
化
財

村
上
家

築
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
五
箇
山
を
代
表
す
る
合
摯

造
り
家
屋
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

田
炉
裏
端
で
率
革
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
当
主
の
説
明

を
聞
く
こ
と
も
で
き
る
。

プログラム「23」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

五
箇
山
⌒相
倉
合
掌
造
り
集
落
）
の
民
宿
に
宿
泊

フ
オ
ト
ブ
ッ
ク
の
世
界
を
追
体
験

同

南砺市観光協会 五箇山支部 五箇山総合案内所

TEL 0763‐ 66‐2468/南砺市上梨754/【営業時間】9:∞～17:00/1定休日】なし
http://www gOkayamalnfo ip/

相倉合掌造り集落の民宿に宿泊 :



牌
断

海
の
幸
の
宝
庫
・富
山
湾
の
贈
り
も
の

富
山
湾
鮨

olセット10貫

●お値段は定優r・2,000円 ～3,卿円e制 )

●ネタの全てが、富山湾の新鮮な海の幸

●シャリは米どころ富山県が誇るおいしい県産米

●富山らしい汁物付き

富山県観光・地域振興局観光課

TEL 076‐ 444-3200

富山県鮨商生活衛生同業組合

TEL 076-491-3226

・・・一
一不

富
山
湾
は
「
天
然
の
生
け
費
」
と

謳
わ
れ
、
年
間
を
通
し
て
文
字

通
り
生
け
■
か
ら
魚
を
取
る
よ

う
に
新
鮮
な
魚
が
獲
れ
る
。
そ

の
ヒ
ミ
ツ
は
、暖
か
い
対
獅
鶴
流

と
冷
た
い
日
本
海
固
有
水

（
深

層
水

がヽ
層
を
成
し
、暖

・
流
係
と

冷
水
系
の
両
方
の
魚
が
生
急
で

き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

立
山
連
峰
と
北
ア
ル
プ
ス
の
・山
々

か
ら
酸
素
と
ミ
ネ
ラ
ル
た
鷺
か”
鷹
・

の
雪
解
け
水
が
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
に
あ
る
ｃ
美
味
し
い
不
夕
を
轟
裁

さ
ら
に
引
き
Ｌ
て
る
の
が
、肥
濾
糧
警

な
土
壌
に
育
っ
た
県
産
米
だ
Ｆ
警
盛
肇

ま
さ
に
オ
ー
ル
富
山
の
逸
品
亀
咽
薔
一畿

山
湾
鮨
は
、
」ヽの
地
を
訪
れ
た
■

を

だ
け
が
味
わ
え
る
贅
沢
だ
。
■一ｉ
ｔ

ノ

春

は

何

が

美

味

し

い
の

？

富
山
湾
は
日
本
海
に
分
布
す
る
約

８
０
０
種
の
魚
介
類
の
う
ち
、
約

５
０
０
種
が
生
息
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
春
を
代
表
す
る
ネ
タ
は
、富
山
な

頭
に
、
サ
ヨ
リ
、
タ
イ
、
バ
イ
ガ
イ
な
ど
。

運
が
良

け

れ
ば
桜

が
咲

く

こ
ろ
に
だ

け
わ
ず
か
に
獲
れ
る
と
い
つ
サ
ク
ラ
マ

ス
に
出
会
え
る
か
も
。

ど

こ
で

食

が

り
れ

る

の
？

富
山
湾
鮨
を
提
供
す
る
寿
司
店
は
、

県
内
全
城
に
約
６０
店
舗
以
上
あ
る
。

提
供
店
の
詳
細
は
オ
フ
ィ
ン
ャ
ル
サ
イ

ト
で
確
認
で
き
る
。
一則
日
ま
で
に
予
約

す
る
と
店
ご
と
に
特
典
も
あ
る
。



山
断

魚
を
知
り
尽
く
し
た
寿
司
店
で
味
わ
う
地
魚
料
理

富
山
湾
鮨
会
席
「
饗
‥
」

二

一】炒 嘉猾

昌Ш高1百諭各キヤンベーン|

宙山県観光・地域振興局観光課
TEL 076‐ 444‐3200

富山県鮨商生活衛生同業組合
TEL 076‐ 491‐3226

富山湾鮨  |ヨ暉ヨ

宮
山
湾
の
海
の
幸
を
よ
り
贅
沢
・

に
、
よ
り
多
彩
な
ス
タ
イ
ル
で
味

わ
い
た
い
と
い
つ
人
に
は
、
県
内

は
じ
め
、
旬
の
地
魚
の
刺
身
や
趣

向
を
凝
ら
し
た
言
Ш
料
理
が
並

ぶ
会
席
コ
ー
ス
で
、
価
格
や
内
容

楽
し
も
う
。
な
お
、
こ
ち
ら
の
メ

一二
―
は
前
日
ま
で
に
予
約
が
必

要
な
の
で
注
意
を
ｃ

富山湾鮨会席「饗」

【価格】6β∞円～10,000円 (店舗ごとに料金饉定。税別)

■富山湾● (10■、汁物つき)

■ 旬の地魚の劇身やお店自慢の品々

※前日までに要予約

予約時にお客様のご要望を伺い、当日の提供内容を決定し、当日の提供内容を決定いたします。

※提供時に料理の説明を行います。

※天候の3合でやむを得ず地魚を十分に仕入れることができない場合は、
事情を説明の上、一部ネタを富山湾産以外のもので代用する場合があ:りますのでご了承ください。



里
山
の
恵
み
「
と
や
ま
の
山
幸
」

とやまの山幸の詳しい情報はこちら

|と やまの山響

四
季
折
々
の
里
山
の
お
も
て
な
し

レストラン」OHANARE
【山幸プラン110,800円
砺波平野を望みリゾート気分を満喫で

きる、ゆつたりとした里山のレストラン。

四季料理 華生
【山幸プラン】10,800円

出汁から一つ一つ丁事に作られる

四季の日烹料理。日でも楽しめる。

TEL 07M726990
中新川郡上市町南町71

TEL 0763‐ 62・ 8181

南栃市立野原東1514桜 ケ池クアガーデン内

Cuisine r6gionale L'6vo

I山幸プランlランチ 10,0〕D円 (サ別)
ディナー 15,lllKl円 (サBl)

富山を敬愛するシェフが手がける

美しく美味しい独創的なフレンチ。

TEL 07e467‐ 5550
富山市■日56‐ 2リバーリトリート雅楽倶内

菜園レストランmah no oto
【山幸プラン】ランチ 10,000円

ディナー12,000円

心をやさしく包む非日常空間で頂
く、フレンチベースのコース料理。

TEL 076“2●255
南薔市野口140里山のオーベルシュ薪の音内

御料理 ふじ居
【山幸プラン110,800円
こだわりの割烹料事。ハレの日の

上等な場所としても用いられ人気。

TEL 076‐ 471‐ 5555
富山市五福2区 53855

庄川温泉 人肌の宿 り|1金
I山幸プラン】10,800円
鮎料理で人気の宿。野山の幸をふん

だんに使用し、地味あふれる味を提供。

TEL 076釧 B2Ю257
砺波市上中野70

里山の香り草蓮坂山荘
【山幸プラン】10,000円

自家栽培した1∞%八尾産のそば粉
を使用し、丁事に作られるそば料理。

「里山の恵みあふれる

とやまの山幸」事務局

富山県観光・地域振興局 観光課

TEL 076-444-3200

htp://www yamasachilp/

一

四季料理 華生

創業文政七年 料亭 中村楼
【山幸プラン】10,800円
江戸時代鋼業の老鶴料事。四季折々

の料理と数寄屋遺りの■特が魅力的。

TEL 07665HX163
射水市三ヶ常盤町3a14

※写■は全てイメージ。



瑞麓寺

vttslT富山県
国 内 旅 行 を も っ と 楽 し む な ら

httpノ /visl¨ town.com/toyama

り

」」―

着
地
響

富
山
県
に
は
、
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
ク体
験
し
風
景
％
食
ク
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
富
山
の
魅
力
に
気

¶
番嘩

軽
に
ふ
れ
ら
れ
る
観
光
ツ
ア
ー
や
体
　
　
一

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ツ
ア
ー
を
旅
行
前
に
予

約

・
購

人

で
き

る
サ
イ

ト

が

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
官
山
県
」
だ
。
地

元
の
海
の
十

・
山
の
幸
を
堪
能
で

き
る
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
や
、
駅
発
着

で
便
利
な
バ
ス
ツ
ア
ー
、
宮
山
の

文
化
に
ふ
れ
る
も
の
づ
く
り
体

験
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
同
行
す
る
ま

ち
歩
き
な
ど
、
地
元
発
信
の
ツ

ア
ー
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

定
番
の
観
光
旅
行
で
は
も
の
足
り

な
い
と
で
つ
人
は
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
ほ
し
い
。

II

「
Fロ

′
′

L

富山県へ旅する前にチェックしてみよう!



加越能バス乗車券センター ”
纏
ポ

Tビヒ076621‐ 0950町″…kaelsun…ノ0

相倉合摯造り集落

山市

03年間無事故無違反
② 各タクシー会社社長の推菫
0モニター審査を通過
▼おもてなしドライバー在籍会社

富山交通 (株 )
大和交通 (株 )
電気交通 (株 )
富山地鉄タクシー(株 )

城南交通 (株 )
宙タク大沢野交通(株 )

婦中交通 (株 )

=山
個人タクシー協同組合

□ 北陸新幹綸   □ 官山地方鉄通

(  'あいの風とやま鉄道 〔  1」R城端線

朝日町

1疇月■■駅|■1

1鵬犠 月■豪駅 1響 1        ″ 践 日

宙山駅 …0「台11,回
富山駅 `…智

'`…

Ⅲ[亜≡亜]

新富HR  Pll E亜亜亜≡]… Pr_国
新翻 駅 `…搬 1.… [亜 亜 亘 }_型 2_I高 岡

ヨ

新高岡駅   細 分  新高岡駅   約20分    高岡駅魚津市

｀
こF秦月温泉駅

黒部 :卜  
・

1富山きときと空港ト

1富山きときと空港ト

様 やツ 枷 c“"
1緒倉 1響

'劉

蘭 山 CI鰯

1富 山駅 |

¨
,[EEII]=122(高円駅前

約20分

酬 意鷲盆瞑鬱削羹屹
nil

\trrrur

螂′レベン′レ．
ア

立山三〕堅1■{亜亜亜].P'.

II卍町■装盲山]加矩∃綱璽ヨPツ [三EE]'曽 !.轟 |
1_攣 Ⅲ… … Ⅲ…

綸 口

|1蔽 前
約の分

…

   [買 憂口三二]型 21相 倉 |

日 撃Ч亜亜〕:塑 ==… ……匝萱理翌匝
1司 響曾 ..¨

“
¨
“
¨
“
¨ ・̈・ 1高岡駅 1押■ 匝 亜 董

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
が

エ
ス
コ
ー
ト
す
る

お
も
て
な
し
タ
ク
シ
ー

「 ルベンライナ
立山黒部アルベンルート直行バス.

【運行】土・日視(1日 1往復)来平虚 8年度は4月 29日 (全)～ 10月 16日 (日 )まで運行予定

【料金(片道)】※下記は一例(1ヽ人は半額)
宇奈月温泉―一―――弥陀ヶ原・室堂 4.aXl円
黒部宇奈月温泉駅一 弥陀ヶ原室堂 4.000円

【ご予約お問い合わせ】(乗車日のlヶ月前より予約)
富山地方鉄道乗車券センターTEL 076‐ 442‐ 8122(受付9:∞～17:∞ )
web予約は発車オーライネット→ httpノ /wwwi‐buS Co ip
※空席があれば予約なしてもご乗車できます。

T[tO'`‐421-3101

1[t07`-401‐ 2225

T[tO'`‐ 421‐ 4200

TEt 07`‐ 1,1‐ 3,30

T〔し0'`‐ 4`7-2207

T:L07`‐ 4``‐ 2047

T[tO'`-423-8877

※2016年2月 1日現在確認情報です。路線や時間は 新設や変更がある場合があります。

―
北陸新幹線

―・
あいの風とやま鉄遺

:=・ JR氷見線

… Ⅲ」R城端線

… Ⅲ」R高山本線

―
富山地方鉄道本線

一
富山地方鉄道上滝凛

―
富山地方鉄道立山燎

富山地方鉄遺バス

ーーー 加越能バス

富山jet鉄遺バス
(八尾方面行)

北睦自動車道(※ 1)

東海北瞳自動車道(※ 1)

能越自動車道(※ 1)

道路(来 1)

徒歩

富山ぶりかにバカレート

世界遺産バス′い ト

わくライナー

アルベンライナー

レンタカー・タクシー等(楽 1)

※フリー切符のお買い求

めは上記乗車券セン

ターまでお問い合わせ

ください。

新幹線停事釈の新高関駅

と世界遺産五箇山(相食・

菅沼合掌造り集落)までを

約1時 間で結ぶ観光路線

バス(世界遺産自川郷まで

は約2時間)。世界違産の

集落の中をじっくり歩き、築

100年をゆうに超える茅葺

屋根の古民家で寛ぎのひ

とときを過ごしたい。さらに

五簡JIでの宿llや特色あ

る3つの世界量産集藩を

ゆっくり巡る旅には、21問

有効のお得なフリー切符

がオススメ。合掌造り家屋

に,白 まる贅沢を堪能しよう。

富山の交通
〈鉄道 Xノ スヾ×レンタカー・タクシーイ」用〉

h tt p, //www. i n fo -toya m a.co m/access/i n n/

彎

富山県では、質の高いお

もてなしサービスを提供で

きるタクシードライパーを

「おもてなし優良タクシード

ライパー」として表彰して

いる。安全安心なタクシー

の旅をしたいなら、タクシー

会社に電話して、「おもて

なしドライパー」を指名す

れば間違いない。
‐人ひとりが富山県を代

表するタクシードライパー

として、安全で快適な旅を

お手伝い。懇切丁事な観

光ガイドもしてくれるはす。



¨ Pl優亘亜亘}蟹Ц亘亘]lPI亜]聟ユ1匝]
臣型唖日 Pl[亜聾矩コ 1明コ鸞日
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1  1(ヽ こlf
お問い合わ
せください。

とやま鉄遭

臨 :謳

【運行】毎日(1月 1日除く)
富山駅前(乗場2)一新湊エリアー魚 座々・

ひみ番屋街 平日1往復、土日祝3往復
【料金(片道)】
※下記は一例(4ヽ人は半額)
●富山駅前一新湊エリア  500円
0富山駅前一魚 座々ひみ・1屋街 1,000円
0新演エリアー魚 座々・ひみ番屋街 500円
※新演エリアバス停 13、 新演きっときと市
場、川の駅新湊 新演庁舎前の3ヶ所。

【お得なフリー切符】
◎富山ぶ|,かにバスふリーきっぶ

(2日 間有効)2,500円
※【料金に含まれるもの1ぶりかにバス2
日間フリー乗車券、お買い物券(500
円分/「きっときと市■J「ひ
a*Eitil":irtEar. . \ :

富
山
ぶ
り
か
に
バ
ス

富
山
駅
か
ら
新
湊
・氷
見
へ
直
行

富山駅

1 富山駅

I型

1富山駅前

. 20分  ‐… … , 高岡駅 _めPl… … …

約50'  [高 岡駅 1警 it Ⅲ……Ⅲ

●86分 ひみ番屋街

宇奈月■寮駅

1塾 竪 聖 奥 匝 亜 ∃ 翠 |‖ 駅 ぽ =垂
倉|

=.翌.…… …■相倉口
壺 :響空――――[亜□理≒1~羅

~

i 

…

響

'1…
  

「

電鉄富山駅
わ90分

'1■
EttC悴判 調 C」 r∞

分

富山駅 越中八尾駅

●
ぶ

町

討
・　
　
　
　
”

富山 おもてなしタクシー

お問い合わせ

富山県観光課/TEL 076‐ 4444565
富山県タクシー協会/TEL 076 423‐ 0622

高岡交通 (株 )
ひまわリタクシー

(株 )新和タクシー

戸出タクシー(株 )
平和交通 (株 )
大円タクシー(株 )

T[t07``‐

`3‐

221i

I〔107``‐ ,1‐ 0000

:[t07``‐ 52‐ 001`

チューリップ交通(株) ,E107`3‐ 32‐ 01`,

桜井交通 (株 )  T[10,`6‐ 52‐ 1200
(株 )全国自動車商会  TE1 0765-22‐ 1000
(有 )入善タクシー  T[[0ア

`5‐

72‐ 1141

(有 )丸善交通   TE1 07`5‐ 720203
魚澤交通 (株 )  T[10,65‐ 22‐ 0`40

⌒

わくライナー

高岡から氷見を経由して、和倉温泉までの直通バス.

I=行 l毎日
=行
(,日 4往復)

I料金(片遺)】 豪下記は一例(小人は半額)
高岡駅前・新高目駅――和倉涅彙観光会館鶴 1.300●
高岡駅前・新高岡駅――ひみ薔E街      500B
ひみ番晨街―和倉温泉観光会館前       8008

【お問い合わせ】加越能バス乗車券センター TEL 07∞曖10950
※詳しくはこちら一 日ゅJ― ¨ n●呵 p

X4月 1日からは氷見市阿尾地内 宇波地内でも停車します。

宇奈月温泉 ― 五箇山

宇奈月温泉 ←‐高岡・氷見

宇奈月温泉‐→立山

富山 ‐・ 高岡・氷見

富山― 五饉山

富山 ― 立山

富山一い人尾

b20ti =zE-



お
座
敷
船
で
富
山
の
ご
当
地
サ
イ
ダ
ー
を
嗜
み
な
が
ら

す
み
だ
下
町
探
検
ク
ル
ー
ズ

―
―

√

フ

下
町
探
検
ク
ル
ー
ズ
「
が
れ

お
ん
」
は
、
東

京

ス
カ
イ
ツ

リ
ｌ
ｏ
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
を
巡

る
く
つ
ろ
ぎ
の
お
座
敷
船
。
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ま
さ
に

袂
か
ら
出
航
し
、
定
員
大
入

‐２
名
と
い
つ
小
型
屋
形
船
で

ゆ
っ
た
り
と
運
河
を
遊
覧
で

き
る
。
野
鳥
か
ら
逆
さ
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
絶
景
ま
で
、

水
上
か
ら
眺
め
る
下
町
は
、

普
段
と
は
違
っ
た
風
景
を
見

せ
て
く
れ
る
は
ず
。
江
戸
か

ら
昭
和
・平
成
と
、
時
代
を
越

え
た
話
題
で
コ
ー
ス
上
の
名

所
が
丁
寧
に
語
ら
れ
る
水
上

ガ
イ
ド
が
ま
た
秀
逸
。
景
色

と
語
り
に
惹
き
込
ま
れ
、
東

京
の
下
町
が
よ
り
一層
好
き

に
な
る
。
乗
船
の
お
供
に
は
、

富
山
と
の
特
別
な
ヨ
フ
ボ
が

実
現
し
て
、
富
山
の
ご
当
地

サ
イ
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
遊

覧
船
の
旅
に
ハ
マ
っ
た
な
ら
、

次
は
富
山
で
の
船
旅
に
思
い

を
馳
せ
る
の
も
一興
。
富
岩
水

上
ラ
イ
ン
と
と
も
に
「
廻
船

問
屋
の
街
と
至
極
の
富
山

旅
」
が
綴
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
を
め

′
，
？
つ
。

耐
宕

常

機

響

盤

孵
輸

富
山

ｘ

東
京

コ
ラ
ボ

‐――

ロ

「廻
船
問
屋
の
街
と
至
極
の
富
山
旅
」
ヨ
フ
ボ

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｐ
９
で
紹
介

下町探検クルーズで
「富山の地酒orご当地サイダー」
のおもてなし

―――――
   ノ

●スカイツリー1階ソラマチひろば回
→(■ 1分 )→おしなり公園船着場
●由 (東京メトロ半蔵門線)(都 営

地下鉄浅草線)(京 成線)押上 (ス
カイツリー前)駅 B3出 口→ (薇 7分 )

藝

※時日と距摯は目安です。

腱0■喪精綸壻籠



下
町
の
パ
ナ
マ
運
河
体
験
ク
ル
ー
ズ

横
十
間
川
や
小
名
木
川
な
ど

の
下
町
の
河
川
を
巡
り
、
東

京
の
パ
ナ
マ
運
河
と
言
わ
れ

る
「扇
橋
聞
門
」
で
は
高
低
差

約
２

ｍ
の
水
位
を
特
殊
な
水

門
で
昇
降
す
る
当
ク
ル
ー
ズ

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
！

途
中
で
十
字
に
か
か
る
橋

「ク
ロ
ー
バ
ー
橋
」
や
「逆
さ
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
」
等
の
名
所
も

通
過
す
る
８０
分
間
の
大
満
足

ク
ル
ー
ズ
。

■
通
常
料
金
　
大
人
２
３
０
０
円

※
冬
季
特
別
料
金
　
大
人
１
８
０
０
円

（３
月
１８
日
ま
で
ご
乗
船
の
お
客
様
）

旧
中
川
の
ん
び
り

遊
覧
ク
ル
ー
ズ

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
真
下
を

出
発
し
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ

た
下
町
の
水
路
。北
十
間
川
を

抜
け
て
緑
豊
か
な
旧
中
川
へ
向

か
う
。
自
然
あ
ふ
れ
る
水
辺
で

野
鳥
た
ち
に
出
会
い
な
が
ら
の

ん
び
り
と
舟
遊
び
を
満
喫
す
る

５０
分
間
の
ク
ル
ー
ズ
。
水
面
に

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
映
る

「逆
さ
ツ
リ
ー
」
は
絶
好
の
撮
影

ポ
イ
ン
ト
。

■
通
常
料
金
　
大
人
１
９
０
０
円

ヽ
冬
季
特
別
料
金
　
大
人
１
６
０
０
円

（３
月
１８
日
ま
で
ご
乗
船
の
お
客
様
）

一
■
〓
　
　
一
一一

下
町
探
検
ク
ル
ー
ズ
、

「ご
当
地
サ
イ
ダ
ー
」
で

特
別
な
お
も
て
な
し

※
３３
富
山
旅
を
見
た
と
お
伝
え
下
さ
い
．

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
富
山
の

ご
当
地
サ
イ
ダ
‥
を
ご
用
意
し

て
、
い
つ
も
以
上
に
寛
ぎ
に
満
ち

た
お
座
敷
船
の
旅
を
ご
案
内
。
本

当
に
特
別
な
富
山
と
の
美
味
し

い
ヨ
フ
ボ
を
体
験
し
よ
う
。

■
運
行
日
／

が
れ
お
ん
「運
行
カ
レ
ン
ダ
ー
」
参
照

コ
彙
ｐ
ヽ
ヽ
■
■
■
ｍ
２
お
０
コ

０̈
ヽ
０
●
ｏ
こ
う
”
ヽ

TEL 03‐ 5858‐6877

:開館時間】10:00～ 18:00

【運行日】
がれおん「運行カレンダー」参照
(h"ノ/-3alleonjp/booking/)

http://― gatleon,p

プログラム「31」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

富山X東京 コラボ

東京のバナマ運河「■橋同門」を体験

できる下町探検クルーズを愉しんだ後は、富

山の富岩水上ラインヘと足を仲ばそう。こちらの

「中島同門」でもパナマ運河方式の水のエレベーター

が体感できる。廻船同屋の街並みが残る岩瀬のまち歩き

と併せた旅は極上そのもの。

」
　

　

　

　

①

ヽ

も

３３
富
山
旅
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

下町探検クルーズがれおん 鶏帯
んけなるず

 ゙.■
:`ミ

':二
・ヽ

1

0  _

「廻船同屋の街と至極の富山旅」
コラボ・プログラムは
P9、 10で登場。



徳
川
家
の
菩
提
寺
に
秘
め
ら
れ
た
魅
惑
の
歴
史
物
語

寛
永
寺
を
巡
る
上
野
公
園
散
歩

徳
川
家
康
、
秀
忠
、
家
光
公
の

３
代
に
わ
た
る
将
軍
の
帰
依

を
受
け
た
天
海
大
僧
正
は
、

徳
川
幕
府
の
安
泰
と
万
民
の

平
安
を

祈
願
す
る
た
め
、
江

戸
城
の
鬼
門
（東
北
）
に
あ
た

る
上
野
の
台
地
に
寛
永
寺
を

建
立
。
徳
川
家
と
の
関
係
は

深
く
、
徳
川
歴
代
将
軍
１５
入

　

　

し

い
。

の
う
ち

６
人
が
寛
永
寺
に
眠

　

　

建
物
に

り
、
大
政
奉
還
後
、
最
後
の
将

　

　

ま

つ
わ

軍
慶
喜
公
が
蟄
居
し
た
場
所

で
も
あ

る
。
現
在
の
境
内
地

は
約
３
万
坪
。
根
本
中
堂
を

は
じ
め
、
開
山
堂
、
辮
天
堂
、

上
野
大
仏
、
徳
川
霊
廟
な
ど

が
上

野

の
社
に
広
が
っ
て
い

る
。
上
野
東
照
宮
は
近
年
改

修
工
事

が
施
さ
れ
て
金
色
の

輝
き
を
発
し
、
徳
川
慶
喜
公

が
謹
慎
蟄
居
な
さ
れ
た
「
葵

の
間
」
な
ど
は
当
時
の
ま
ま

に
保
存
さ
れ
る
。
寛
永
寺
を

訪
ね
る
散
歩
は
、
す
な
わ
ち

徳
川
治
世
の
歴
史
に
想
い

を
馳
せ
て
上
野
公
園

を
め
ぐ

る
に
等

　

―
ヽ

る
歴
史
物
語
を

紐
解
き
な
が
ら
歩
く

愉
し
さ
は
格
別
。
お
寺
と
歴

史
を
重
ね
歩
く
面
白
さ
を

実
感
し
た
ら
、
伏
木
の
街
と

勝
興
寺
を
め
ぐ
る
旅
へ
。
こ

ち
ら
は
加
賀
前
田
家
の
歴
史

を
存
分
に
堪
能
で
き
る
。

富
山

ｘ
東
京

コ
ラ
ボ
　
　
　
「伏
木
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
・ト
リ
ッ
プ
」
コ
ラ
ボ
・プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｐ
ｌ７
で
紹
介

本誌誌上ガイドで寛永寺と

上野公園を散歩する。

上野の社 8館共通入場券
「UENO WELCOME PASSPORT」

東京国立博犠館、日立科学博輸館、

国立西洋美術館、上野動物日、下町

風俗資料館、旧岩崎邸庭日、東京都

美術館、東京藝衛大学大学美術館

の合計8施設の常讚晨等に、2.αЮ

円で利用期間中各1回入場できる。

全施設をまわれば、通常4.4ul円。

1販売価格12,000円

【販売場所】利用対象施設の窓口等

アクセス

●上野駅に隣接

写

一　
一
一　
一
一一・一一．蠍

予

▲  へ  _

コ

1月 2日～5月 31日

X時同と距
"は
目安です。

■冨 |

L        ■_三二

ら 豊 !



Э寛永寺根本中堂

現在の根本中堂は、明治 12

年に天海大僧正ゆかりの川

越喜多院の本地堂を移築再

建したもの。往時の寛永寺を

描いた錦絵などで、江戸と現

代を比較しつつ寛永寺の歴

史が紹介される。

Э旧寛永寺五重塔

寛永 16年 (1639年 )に再建されたも

の。第5層 のみが鋼板葺で、他は瓦

葺となつている。上野東照宮からもそ

の姿は見られるが、建物は上野動物

園の敷地内にある。

⑤上野東照宮

1651年に三代将軍・徳川家光公が大規模に造営替えをしたもの

【国指定重要文化財】
寛永寺の本坊は戊辰戦争で焼失し

現在はその表円だけが往時の姿を

留める。門には数多くの弾痕が見ら

れる。

⑦清水観音堂

天海大僣正をお祀りしているお

堂。ここでお参
'り

を済ませ、右偏

の通用口から隣の輸王寺を訪

ねると:日本坊表門へ辿り着く。

D旧本坊表門 D開山堂(両大師)

が、現存する社殿。全箔

をふんだんに使い、大変

豪華であつたことから「全
色殿」とも呼ばれている。

⑥上野大仏

上
野
駅
に
隣
接
す
る
上
野
公
園
を
左
回
り
で
愉
し
み
尽
く
す
。

寛
永
寺
の
建
物
を
辿
り
な
が
ら
散
策
を
愉
し
む
と
、

知
的
好
奇
心
も
一層
満
た
さ
れ
、
満
足
度
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
。

関東大震災によりお首が落

ち、第2次大戦時には軍の

供出令により胴体を徴用さ

れて、お顔のみが残された。

【国指定重要文化財】
京都東山の清水寺を模した舞台

天海大僣正が琵琶湖竹生島に

なぞらえて、寛永年間に不忍池

P18「勝興寺」の

特別プログラムも

要チエツク

大人の遊び、特別拝観プログラム

寛永寺の歴史と本来非公開の「葵の間」と「徳川
歴代将軍御霊廂」をご案内する特別プログラム。
「葵の間」は徳川慶喜が水戸退去の前に2か月ほ
ど姜居(ちっき0していた部屋として知られる。

1日程】3月 14日 (月 )、 4月 14日 (木 )、 5月 1日 (日 )
【時間114100～ 15:30(13:45ま でに集合)
【場所】寛永寺根本中堂前
【定員】各40名 (先着順)※受付状況(httpノ /tatOnavijp/)

I申込み方法】参加希望日、氏名、ull、電話番号を
電話かFAXで下記お問い合わせへ。
台東区観光課特別拝観受付担当
TEL 03‐ 524←1151 FAX 03‐ 5246‐1515

1申込み受付時間】平日9:00～ 17:00

至 寛永寺 谷中霊ロ

(慶喜公墓所 )

王iり のお堂て、寛永八年 11631)  に中之島を築き、そこ,却 tl=■

寛永寺 かんえぃし        :
TEL 03‐ 3821‐ 4440
東京都台東区上野桜木
1丁目14‐ 11

http:〃kane"LiP/

プログラム「32」 の特別体験期間 >2016年 3月 1日 (火 )～ 5月 31日 (火 )まで

①不忍池辮天堂

富山X東京 コラボ

寛永寺を通つて徳川治世の社大な歴

史に想いを腱せた後は、江戸時代最大の大名

である加賀前田家が日つた街を見に行こう。百万石

の経済力を背景に質実剛健な独自の文化を育て、魅

力あふれる歴史建築が存分に堪能できる。徳川幕府と加

賀前田家の対比も面白い。伏本の勝興寺にはそんな歴史

を紐解くヒントが秘められている。

噴水

'こ    r

徳川幕府と加賀前田家の対比が興味深い、
「伏木ヒストリカル・トリップ」
コラボ・プログラムは



■

■

Program number

HT

/シ 浅車R→ (す 0‐吾||
泉1浅革R→ (すぐ)‐吾II
凛車駅→(す0→吾姜橋

舅

凶

■
―

□

アクセス

コ(つくばエクスプレス)浅草駅→

5分 )→池波正太郎記念文庫
●
い
●
●
●
葛

■

′
■
ｆ
ｒ
ｉ

池
波
正
太
郎
フ
ァ
ン
に
捧
ぐ
、
大
人
の
遊
び

鬼
平
犯
科
帳
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
読
み
歩
き

||

∩
Ｙ
④
ｌ
Ｏ

一
　ヽ　　一



―①
池
波
正
太
郎

記
念
文
庫

上
野
・浅
草
を
故
郷
と
し
、

江
戸
の
下
町
を
舞
台
に
し

た
時
代
小
説
の
傑
作
を
多

数
発
表
し
た
池
波
正
太
郎

先
生
の
業
績
や
作
品
の
世

界
を
広
く
紹
介
す
る
記
念

館
。
鬼
平
犯
科
帳
の
舞
台

台
東
区
西
浅
草
３

２５
・‐６

■  ■  ■ ■
休  時  住 電
館  間  所 話
日

池波正太 れあい館

井波を「父祖の地」として、親しみと愛着を持つて

度々訪れた池波正太郎先生。館内には井波の人達

との交流の深さを示す書簡や自筆絵画、色紙、写真

等をはじめ、著書本や池波正太郎氏愛用の品々を

展示。瑞泉寺と井波彫刻の工房が軒を連ねる門前

町、先生の愛した井波の町と過ごす時間も実に良い。

②

回
躙
団
日
Π
日

鬼
平
犯
科
帳
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
読
み
歩
き

浅
草
駅
～
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

■
●
つ
う
一つ
∞
σ
く
す
み
だ
ま
ち
歩
き
博
覧
会

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
そ
び
え
る
街
も
、
か
つ
て
長

谷
川
平
蔵
が
活
躍
し
た
舞
台
。
小
説
の
舞
台
に
描

か
れ
た
場
所
に
は
高
札
が
建
て
ら
れ
、
思
い
を
馳
せ

る
読
み
歩
き
が
愉
じ
め
る
。

０
吾
妻
橋

か
つ
て
の
名
を
大
川
橘
と
呼
び
、

小
鋭
の
中
で
も
度
々
登
場
。

膳

押

Ｑ

た
き
」
の
中
で
、
寺
の
前
の
花
晨

が
盗
人
宿
と
し
て
描
か
れ
る
。

０
枕
橋
指
脚
Ｑ

剣
客
商
売
で
も
お
な
し
み
の
寺
。

０
常
泉
寺

番
外
編
「
正
月
四
日
の

客
」
で
登
場
。

Ｃ
業
平
橋

「敵
」
の
中
で
登
場
。

②
春
慶
寺

長
谷
川
平
蔵
の
剣
友
で
あ
る
岸

井
馬
之
助
の
寄
宿
先
と
し
て
描

か
れ
た
寺
。

③
産
業
観
光
プ
ラ
ザ

す
み
だ

ま
ち
処

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ゴ
ー
ル
。

東
京
ソ
ラ
マ
チ
５
階
に
あ
る
。

案
内
所
に
ス
タ
ン
プ
押
印
済
み
の
本

誌
を
提
示
す
る
と
、
先
着
２
０
０

名
様
に
ブ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
。
富

山
と
塁
田
、
そ
し
て
台
東
の
左
配
記

念
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。

※
現
代
と
江
戸
時
代
の

古
地
図
を
重
ね
て
見
れ

る
『重
ね
地
図
で
江
戸
を

訪
ね
る
上
野
・浅
革

・隅

田
川

歴
史

散
歩

（定
価

２
６
０
０
円
こ
ほ
か
。

Q

③
絲

肥

産業観光プラザ すみだまち処 棘 然
(琴京ォ チ

0)
TEL 03‐ 6796‐6341/東 京都墨田区押上
1‐ 1‐2東京スカイツリータウン・ソラマチ5F
【開館時間110:00～ 21:00

【定休日】不定休
htp:〃 machidok● ro comノ

TEL 0763‐ 82‐5666
南砺市井波3110-1よ いとこ井波内
【営業時間】10:00～ 17:00

カ グラ耳 副 帖 別体験期間 >獅 年柳 日●U-5H釧 日∪り まで



柴
翠
亭
美
術
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ツ
プ
。セ
レ
ク
ト

和
と
現
代
ア
ー
ト
が
口
和
し

た
美
術
館
な
ら
で
は
の
チ
ョ

イ
ス
が
嬉
し
い
。

富
山
市

ガ
ラ
ス
美
術
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ツ
プ
。セ
レ
ク
ト

富
山
ガ
ラ
ス
の
特
徴
で
あ
る

越
翡
軍
Ｅ
し
の
ひ
す
じ
と
越

碧
Ｅ
し
の
あ
こ

の
２
色
が
心

に
響
く
。

高
岡
市

藤
子
・
Ｆ
・不
二
雄

・３る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

シ
ョ
ツ
プ
。セ
レ
ク
ト

大
人
も
嬉
し
い
、懐
か
し
い
。

高

岡
ク
ラ
フ
ト

伝
統
工
芸
の
高
岡
銅
器
な

ど
、
歴
史
と
文
化
を
湛
え
る

高
岡
の
ク
ラ
フ
ト
製
品
は
、

近
年
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
性
に

も
磨
き
が
か
か
っ
て
大
注

目
。
い
ま
や
世
界
が
注
視
す

る
存
在
で
も
あ
る
。

09
ジャイアンの井とマグカップ
十ポケット皿のセット

11
R&Wビ アカップ

高岡市美術館ミュージアムショップ

05
境田亜希作

越翡翠のグラス

06
境田亜希作

越碧のぐい呑み

08
森知恵子作

03
野村豪人作

黒燻盃 クラッカー立て
(くろくす、3tり さかすき)

12
高圏濠器のカードケース

高国市美術館ミュージアムショップ

13
螺釦のグラス

高岡御車山会館ミュージアムションブ

14
箸置

高岡御車山会館ミュージアムショップ

高岡御車山会盤 ;;色『 う 1

コ
「

―

―

―

―

―

―

―

「

―

―

16-
鋳物の花入れ

高岡御車山会館ミュージアムショップ

キャンペーン期間中(2016年 3月 1日～5月 31日 )に本誌掲載プログラムを体験してご応募いただいた方の中から

抽選で33名様に、富山のイイモノ、プンゼント。
編集スタッフが厳選した逸品が勢揃い。希望の商品を選んで、キャンペーンに応募しよう′

Ｆ
〓戸

７

作

皿

も ‐ 、



ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

富
山
の
地
酒

北
ア
ル
プ
ス
を
源
と
す
る
美

味
し
い
水
と
酒
造
好
適
米
を

育
て
る
環
境
が
、
ツ
ウ
も
認

め
る
多
く
の
地
酒
を
生
ん
で

い
る
。
編
集
部
好
み
の
５
銘

柄
を
、
新
酒
が
仕
上
が
る
秋

に
お
届
け
。

‐８
輩媒７２０ｍ‐無
三

17
満寿泉「寿」
大吟醸
720ml
桝田酒造店

∃

「
つ
“
せ

つ
こ
わ〈ロめ

詰ニガイワズニベカップと皿のlιl司

28
豆皿 ―マ メー

木彫・漆 トモルエ房
(南砺市井波町)

29

豆 皿 ―タマ ゴー

木彫・漆 トモルエ房
(南砺市井波町 )

亀̈ヽ 1

32
乳菓「丸」

ほか詰合せ5,000円相当

33
「ラム洒に漬けた千し柿のアイス」

100m:6個入り

―
―
―
コ

ｔ
ｒ

ｌ

ヽ

―
「
―
―
２７一̈
ｍ

湯

一　

　

　

ち

一　
　
　
ｔ

―
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争
｀

―
―

―

―

―

―

「

―

―

富
山
の

贅
沢
ラ
ン
チ

２
名
分

※
ひ
と
り
３
０
０
０
円
相
当

∃

「

―

―

―

―

―

―

―

「

―

―

―

―

―

‐９一中７２０ｍ‐一　　　　　　２０い鴨７２０ｍ‐一

23
清八楼のお食事券
P27掲 載 (入善町 )

24
四季料理 華生のお食事券

P38掲載 (上市町 )

25
富山湾鮨のお食事券
P54掲 載 (富山市 )

―
「
―
―
２‐曝諄跡７２０ｍ‐

純

地
元
の
ク
ラ
フ
ト

作
家
モ
ノ

今
回
は
優
し
い
ま
る
み
が
心

地
い
い
、
一一人
の
女
性
の
作
家

モ
ノ
か
ら
チ
ョ
イ
ス
。

富
山
の

お
や
つ
特
集

魚の駅「生地いくい」とれたて館

~  

二 ¬

銀盤酒造

※写真はイメージです。実際の商品と興なる場合がございますのでご了承ください。

お

応 募 方 法

雉鶉咆菫
【当選発表】商品の発送をもって代替。
【お問い合わせ先】富山県観光課′

′
TEL 076‐ 444‐3200


